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ウチナー ンチュ子弟等留学生事業概要

【目的】
この事業は、 沖縄県出身移住者子弟及びアジア諸国等から優秀な人物を選抜し、 県内の

大学や県内企業、 伝統芸能修得機関で就学・研修させ、 沖縄の歴史・文化・習慣の理解や、

県内企業での実務経験、 県民との交流を深め、 将来的に本県と出身国とのネットワ ー クの

架け橋になる人材を育成し、もって、本県との国際交流に寄与せしめることを目的とする。

【事業のあゆみ】
1903年、 本県から世界各国への海外移住が始まって以降、 その移住者たちは各国で県人

会などの独自のコミュニティ ーを作り活動している。 そういった海外移住者の子弟を対象

とし、 沖縄県が昭和44年に海外留学生受入事業を開始、 ボリビアからの県系人子弟留学

生を受入れて以来、 「アジア諸国等留学生」等を含め、 これまでに1 5カ国1地域からのベ

629人を受入れている。

【事業内容】
本事業では、 留学生は「科目等履修生コ ー ス」または「伝統芸能修得コース」にて就学·

研修を行う。

① 科目等履修生コース

A:日本語十科目選択
県内の各大学で科目等履修生として就学します。

(1年）

B ：日本語＋科目選択＋企業等研修 科目履修修了後、 実際に県内の企業に入って研修し

(1年） (6ヶ月） ます。

② 伝統芸能修得コ ー ス

県内の日本語学校で3ヶ月学んだ後、 伝統芸能を教

日本語学校＋伝統芸能・工芸研修 えている各学校・教室・施設で9ヶ月間技術研修を

(3ヶ月） (9ヶ月） 実施します。

※日本語学校は研修生の語学力により判断します。

漆器、 紅型、 三線作成、 花笠作成、 琉球料理（沖縄料理）、 空手等
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〖運営体制】

沖縄県からの委託をうけて、（公財）沖縄県国際交流・人材育成財団（以下「財団」。）が

と連携しながら当事業を実施した。

留学生の選考纂決定については、 財団が各国の推薦機関へ留学生を公募し、 推薦のあっ

た候補者から県と協議のうえ決定した。

受入が決定した後、各々の大学や研修機関へ出願、受入許可を得て就学・研修を行った。

各国推薦機関

県人会、 公的機関

県内大学・研修機関

疇研修

〖本 年 度 の 主 な 取 り 組 み］

4 月初旬 ウチナ ーンチュ子弟等留学生来沖

4 月中旬 就学／研修、 沖縄での生活の準備

4 月 22 日 I 沖縄県副知事表敬及びオリエンテーション ・

4 月 30 日 通年研修 開始（全1 0回）

6 月 12 日～17 日 移民展パネル展示

6 月 18 日 I 移民の日交流会

6 月 23 日 I 平和学習研修

9 月 5 日～6 日 1I 伊江島民泊研修

10 月 26 日～30 日 第6回世界のウチナーンチュ大会

11 月 13 日 l アイ イテイワ ー クショップ

3 月 6 日～8 日 I 京都県外研修

3 月 16 日 I 平成28年度ウチナーンチュ

※この他、 県内外で実施された交流・協カイベント

式

゜

沖縄県庁

琉球大学

沖縄県庁

ンプスホ ール

平和祈念公園

伊江島

沖縄国際センタ ー

京都府各所

かりゆしアーバン

リゾート那覇
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日程：平成28年4月22日

場所：沖縄県庁

目的：沖縄での留学生活について知る。

内容：

沖縄での留学生活がはじまった留学生は、 この事業の目的、 ウ ンチュ

留学生として留意する ことと

った。

大学や研修機関での生活について確認しあ

併せて、県庁内を施設見学し、普段は入る ことのできな

た、 第6回世界のウチナ ー ンチュ大会を控えたウ

し、 激励をもらった。

② 副知事表敬

日程：平成28年4月22日

場所：沖縄県庁

目的：副知事を表敬し、 1年間の留学生活における抱負を述べる。

内容：安慶田副知事を表敬訪問し、 各々の1年間の抱負を述べた。

副知事からは、 今年度1 0月に開催される第6回世界のウチナ ー ンチュ大会へ

ぜひ参加し、 それぞれの活動を通して盛り上げてほしいとの挨拶があった。
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③ 通年研修（アイデンテイティ研修）開始

日程：4月30日～1 1月1 3日（全10回）

4/30 研修開始・オリエンテー ション 8/ 1 3 沖縄の文化

5/20 留学のワ ー ク 9 I 5 各国での県人会の活動

6 I 4 平和学習 （沖縄戦について）

7/24 平和ディスカッション

10/15 自分のアイデンテイティについ

1 1/13 ワ ー クショップの準備

8 / 7平和学習の振り返り 10/15 アイデンテイティワ ー クショップ

場所：県内各所

目的：留学生がこれまでとこれからについて考え、 相互に学び合うことで、 留学に至

った経緯、 沖縄で何を学び帰国後の活動につなげるかを意識することで、本県と

出身国との架け橋となる人材を育成することを目的とする。

内容：

全10回の研修で、 留学生それぞれの経験を共有

し、 自分自身を見つめ直すことで、 「 帰国後この経

験をどう活かすか」を考えた。

オリエンテー ションにはじまり、 留学のワ ー クで

は琉球王国時代からの 「 留学の歴史」を学んだ。 平

和学習では、 「 平和学習研修」（後述）と併せて実施

し、 県内学生や県国際交流員と「平和とは？」をデ
ー マにそれぞれの国、 個々人での平和についての視点の違いなどについてディスカッ

ションを行った。

という感想があった。

また、 お盆やシー ミ ー などの沖縄の伝統文化につ

いても学ぶとともに、 世界各国での市町村人会、 県

人会、 沖縄と関わる活動を留学生が紹介した。 留学

生からは、 ここまで学んで来たことをもとに留学す

る前、直後、 現在では、 出身国・沖縄•生まれた町・

家族の一 員などの間で様々な変化があり、 時間や環

境によって自分自身は変化していることを実感した

最後は、 JICA 沖縄国際センタ ー にて「アイデンテイティー ワ ー クショップ」を開催

し、 参加した県民、 市町村研修生とグルー プワ ー クやディスカッションを行い、 それ

ぞれのアイデンテイティについて共に考え、 最後のまとめ では、 「 生まれた国や文化な

どのルー ツに関係なく、 そのときの環境や周りとの関わりでアイデンテイティは変わ

っていく」と考え、 帰国後の沖縄と出身国との架け橋となる人材として活動すること

の大切さ、そのヒントを得る事ができたと発表があった。参加した方々にも好評で、「 自

分自身のアイデンテイティ」について考えるきっかけを提供することができた。
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④ 移民パネル展

日程：平成28年6月12~ 1 7日

場所：沖縄県庁 1階エントランス

目的：海外移住者について広く県民に伝える。

内容：

6月18日の「海外移住の日」に合わせ

て毎年行われる「移民パネル展」へ、 留学

生が各々の国のパネルを作り出展した。

出身国ごとに工夫を凝らして作ったパネルは、 5日間にわたり県庁に展示し、 来庁

者に海外移住者のこと、 それぞれの出身国のことを紹介した。

⑤ 移民の日交流会（主催：パンアメリカン連合会）

日程：平成28年6月23日

場所：テンプスホール

目的：移民の日交流会へ出席し、 県民との交流を

深める。

内容：

6月18日の「海外移住の日」は1 0 8年前に

日本初の海外移民が行われた日であることから、

毎年その日にパンアメリカン連合会が主催する「移民の日交流会」に、 ウチナ ーンチュ子

弟等留学生が参加した。 留学生は「島人の宝」と「あしびな 一」を歌、 三線、 踊りととも

に披露し、 「ウチナ ーンチュ子弟等留学生受入事業」実施要綱第2条(6)にある

と県民の交流の推進に則し、 県内の国際交流団体と親交を深めた。
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⑥ 平和学習研修

日程：平成28年6月23日（慰霊の日）

場所：平和祈念公園・平和祈念資料館

目的：近代の沖縄の歴史を語るうえで重要な沖縄戦について知識と、 県民の平和への

意識への理解を深めるととも に、学んだ事を相互に語りあうことで自身の考え

を深めることで、 本県の歴史・文化への理解を深めることを 目的とする。

内容：

毎年6月23日平和祈念公園で行われる「沖縄全戦没者追悼式」 に合わせ、 平和に

ついて考える研修を行った。

平和祈念資料館では、 当時の状況や体験者の方々の思いのわかる貴重な資料をじっ

くりと見て、 聞いて、 読んでいた。

平和の礎に刻まれた自身の親族の名前を紙に写し、 来場していた県民と会話し、 交

流する留学生の姿が見られた。 追悼式典にも 参加し、県民と平和を願い黙祷を行った。

資料館、追悼式典で感じたことをも とに、通年研修の一環としてディスカッション ・

ワ ー クショップを行った。

⑦ 離島研修（伊江島）

日程：平成28年9月 5日～9月6日

目的：民泊を通して、本島周辺離島の自然や人々の暮らしを体験する。

内容：

9月 5日に入村式を行い、 各家庭での民泊を実施した。

当初2泊3日を予定し、海洋体験、家業体験を予

定していたが、台風の接近により1泊2日となって

しまった。

1泊の間に島内の案内や、各家庭の家業について

説明、夕食を共にするなど、留学生を受け入れた民

家の皆様には家族として接しても らい、ぜひまた来

てほしいとの暖かい言葉をかけても らった。 短い間ではあったが、 留学生と受入民家の皆

様と密に交流することができた。
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日程：平成28年1 0月19日～平成28年1 0月3 1日

目的：ウチナーネットワ ー クを持続的に継承。発展させるとともに、 沖縄独自のソフ

トパワ ーを国内外に発信し、 その魅力と可能性を活用して沖縄の未来を切り開

く。

内容：

5年に一 度開催され、本年で第6回となる世

界のウチナーンチュ大会の各イベント、連携イ

ベントに参加した。

国際通りで行われたパレード、開会式 a 閉会

式で行われた三線一 斉大演奏会、世界各国から

集まった県人会→民間大使の方々と意見交換を

した「ゆんたくさびら世界のウチナ ー ンチュ」などのイベントに参加し世界中から

った沖縄に縁のある人々、 沖縄のこれからに興味のある人々と交流を深め、 また、

県内各地で開催された連携イベントにもそれぞれが参加し交流を深めた。

その他にも、 より沖縄の文化と歴史を知り、 出身国とのネットワ ー ク

を感じることのできる数多くのイベントに参加することができた。

⑨ 京都県外研修

日程：平成29年3月6日～8日

場所：京都市内各所、 平等院

目的：留学生が日本の代表的な伝統文化に触れ、 これまでの留学の経験から知った本

県の文化と比較することで、 より深く本県を理解することを目的とする。

内容：

京都での宿泊は宿坊を利用し、 朝の勤行

に毎朝参加し、朝食・タ食は精進料理食べ、

とは全く違う生活スタイル体験し、

となった。

1日目は国宝である風神・

化財である約千体の仏像等が納められた三

を視察した。
/,,cXニこか詫曇 · -、疇腎←s；芦廷ー'•9｀必和芦i,r s 匹ヤ 忍へ

ぷ入ti

2日目は、宿坊として利用する智積院に納められた国宝の障壁画を鑑賞した。また、

京都市内各所に点在する国宝，重要文化財となる寺社仏閣や日本の伝統的な文化を体

きる施設、 博物館などを視察した。

同行したガイドから各所の説明を受け、 実際に見聞きすることで、 数多くの新たな

発見があり理解を深めた。
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また、 各施設の視察の後、 能楽堂での「能楽体験」

を実施、 沖縄県の組踊りにも つながる能楽について、

その歴史や面の種類や意味などを学んだ。 能の舞台に

上り実際の面や衣装を体験、 歌のお稽古、 踊りのお稽

古を体験した。

3日目は、 平等院を訪れ、 鳳翔館（資料館） 、 十円玉

に刻印され国宝にも 指定されている平等院鳳凰堂の内

部を観覧した。 鳳翔館で平等院・鳳凰堂の概要や歴史などを学び、 それぞれが興味を

持って展示を鑑賞し、 不思議に思ったことなどをガイドに質問する姿が見られた。 資

料館で学んだ後、実際に鳳凰堂内部を見ることで、

より理解を深めた。

3日間を通して、 留学生は日本の伝統文化に触

れながら、 沖縄の文化と似たところ、 違ったとこ

ろを発見することができ、 この経験を帰国後も持

ち帰り出身国での活動に活かすことができると考

える。

平成28年度ウチナー ンチュ子弟等留学生修了式

日程：平成29年3月16日

平成28年度ウチナ ーンチュ子弟等留学生

修了式

1 .  開式

2. 留学生の紹介 留学生1 5名

3. 修了証書授与 沖縄県副知事 富川 盛武

4. 式辞 沖縄県 知事 翁長雄志

（富川副知事代読）

5. 来賓式辞 沖縄県立芸術大学 学長 比嘉 康春

6 . 留学生代表挨拶 沖縄県立芸術大学 金城 小百合

7. 閉式

8. 記念撮影
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成果発表会

1. 開会

2. 開会の挨拶

3. 来賓祝辞

4. 乾杯の音頭

5. 懇談

6. 留学生による成果発表

(1).かぎやで風

(2) ． 展示作品の説明

(3) ． 活動報告①

(4) ． 琉球芸能

(5) ． 活動報告②

7. フィナ ー レ

8. 閉会

（公財）沖縄県国際交流・ 人材育成財団理事長山田保

琉球大学 学長 大城 肇

金秀グルー プ 会長 呉屋 守将

場所：かりゆしアーバンリゾー ト那覇

目的：留学生プログラムに参加しての報告

内容：

本年度の留学生プログラムを全て修了し、 沖縄での生活、 学んだことについて報告

した。 会場には、 留学生が各受入機関で作成した作品を展示した。

修了式では、 沖縄県副知事富川盛武から修了証書を受け取り、 翁長知事からの式辞

では「今後出身国に帰った後、 沖縄の歴史や文化の理解者として、 沖縄との懸け橋と

なり、 活躍してほしい」と激励の言葉が送られた。

その後の成果発表会では、 それぞれが留学中に得た琉球楽器の演奏や踊りの技術を

披露し、 留学期間中に得た経験や発見や思いを発表した。
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平成28年度ウチナ ー ンチュ子弟等留学生 名簿

ー
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削
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じ，
＇

金城 小百合

出身国／地域：アメリカ合衆国

沖縄県立芸術大学

音楽学部 科 目等履修生

中津 サー ラ 明美

出身国／地域：アメリカ合衆国

沖縄県立芸術大学

音楽学部 科 目等履修生

大城 ブルーナ マリコ

出身国／地域：ブラジル連邦共和国

沖縄県立芸術大学

音楽学部 科 目等履修生

モレノ マリア フロレンシア

出身国／地域：アルゼンチン共和国

沖縄県立芸術大学

美術工芸学部 科 目等履修生

照屋 ブルーナ ちえり

出身国／地域：ブラジル連邦共和国

沖縄県立芸術大学

美術工芸学部 科 目等履修生

玉城 上原 美幸

出身国／地域：ペルー 共和国

沖縄県立芸術大学

美術工芸学部 科 目等履修生

安座間 上地 カテリネ 直未

出身国／地域：ペルー 連邦共和国

沖縄国際大学

科 目等履修生

五..,―-9暑
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安里 直也

出身国／地域：ボリビア多民族国

沖縄国際大学 科目等履修生／

オリオンビ ール株式会社 企業研修生

比嘉 成美

出身国／地域：ボリビア多民族国

沖縄国際大学 科目等履修生／

金秀商事株式会社 企業研修生

屋良 良子

出身国／地域：ボリビア多民族国

琉球大学 共通教育科目

共通教育科目 科目等履修生

許 哲競

膠 立南

出身国／地域：中国

琉球大学 共通教育科目／観光産業科学部

科目等履修生

出身国／地域：台湾

名桜大学大学院

国際文化研究科文化教育研究領域 研究生

唐 禰奇

出身国／地域：台湾

名桜大学 国際観光産業学群

神谷 ジョセフ 嘉益

出身国／地域：アメリカ合衆国

伝統芸能習得コ ー ス

沖縄県三線製作事業協同組合

ゲスリング マイヤ ダナオ

出身国／地域：アメリカ合衆国

伝統芸能習得コ ース

沖縄県三線製作事業協同組合
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縁襲いきやへは兄弟

金城 小百合（アメリカ）

沖縄県立芸術大学

2016年の4月、 平成28年度のウチナーンチュ子弟等留学生として沖縄に来

日、 梅雨時でとてつもない湿気の凄さに呆然としたのが沖縄への第 一 印象です。

この亜熱帯地域で暮らす事で健康管理の方に時間をかけそうな気がしました。

不安とドキドキ感を持ちながら沖縄での生活が始まりました。 この一年で沖

縄県立芸術大学で琉球芸能を学び、 ルー ツ ・ 家族とふれあい、 北米 ・ 南米、 と

アジアの留学生と時間を過ごし、 現地の人達や行事に接し、 県内編県外研修に

参加した事で様々なアングルから「沖縄」を見ることができ、 体験をすること

ができました。

もっとも時間をかけたのは琉球芸能です。 沖縄県立芸術大学で琉球舞踊・組

踊を専攻にし、 一回り年下の18歳のクラスメー ト達と一 緒に芸大・琉芸一年

生の生活をおくりました。 ほぼ毎日、 青緑色の学年着を着て、 授業の始まりは

苦手な正座から始まりました。 恥ずかしいですが、 最初に習った事は正座での

足のしびれを無くす方法でした。 琉球舞踊実技で正しい挨拶羹お辞儀の仕方、

舞踊の歩み、 基本の動きを復習・習いました。 形や動きだけではなく、 琉歌の

意味、 踊りの内容、 表現や感情を入れる大切さも習いました。 一 般的に琉球舞

踊では、 一つの流派に所属すると、 他の先生•他の流派の踊りを習うことはあ

りません。 ですが、 芸大では他流の先生に教わることができます。 同じ演目で

も、 例えば「かぎやで風」、 流派によって回り方や、 顔と体の向く方向、 踊り

（手）が変わります。 自分が今まで習ってきた流派の「手」を一度リセット

して、 新しく学ばなければなりません。 自分の「手」が「クセ」や「間違い」

に変わるからです。 雑踊りになると踊りは全く変わります。 同じ歌詞でも表現

が様々あり、 自分の流派の手を忘れずに新しい踊り方をならいます。 基本をし
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っかり身につける授業です。 流派により手は違っても、 基本は変わらないとあ

らためて教わりました。

かぎやで風、 若衆こてい節 、 女こてい節、 四 季 口 説、 黒 島 口 説、 取納奉行、

若衆ゼ イ な どの踊りを習い、 芸大の学内演奏会と 定 期 公演、 首里城での 中 秋の

宴と正月の新春の宴でクラスメー ト達、 先輩方、 卒業生、 先生方と一 緒に舞台

に出ることができました。 一つ一つの演目は大切な思い出です。 中 秋の宴では

首里城の幕を後 ろにではなく、 ラ イ トで照らされた真っ赤な首里城をバックに

して若衆こてい節を踊りました。 定 期 公演では「かぎやで風」を踊り、 老人老

女 、 ペ ーチン、 うみない、 若衆と全部の主役が揃った幕開けでした。 夏休みと

冬休みもほぼ毎日芸大で稽古をしました。 正月の新春の宴で踊ることが決まっ

た時 、 芸大生は休みが少ないなと思いました。 その時先生が言ったのは、 「み

んなが家族と時間を過ごす時に舞台や裏方の手伝いな どを頼まれることはこれ

からもっともっと増えていきますので、 家族や友達とは毎日大切にしてくだ

い。 」これは琉芸をやっている人達だけではなく皆にも 当てはまることだと思

います。

様々な物を習いましたが 、 自分が一 番難しいと思ったのがグルー プ ・ 団体で

踊ることでした。 音取りや手も難しい踊りでは一生懸命に踊ったら 、 他人が見

えなくなってしまい、 一年生 (3 名 ） で踊ったらいつも「合わない」と言われま

した。 先輩方からの コ メントは「3 人別々に踊っているように見える」「気持

ちが一つになっていないように見える。 」と言われ 、 何度も繰り返し練習が必

要ではなく、 どうやって会場の皆さんに伝わるかを考える期間でした。

ー



組踊実技では玉城朝薫の作 品「執心鐘入」 の台詞の唱え方から立ち方を習い

ました。 台本を手にし、 小道具を持ちながら張り出し舞台の上で演じました。

詳しく習うため 、 詞章研究の受業で「執心鐘入」 、 「二童敵討」 、 「花売りの

縁」 の組踊について深く、 台詞一つ一つの分析をして、 理解をするように学び

ました。 芸能論では琉球 王 朝時代の歴史や御冠船踊りについて学び 、 芸能の

「なぜ ？ 」 について語るデ ィ スカッシ ョ ンをしました。 組踊の生みの親である

玉城朝 薫について学び 、 「^執心鐘入」 が舞台 と なった首里 の 末吉公園へ行くこ

ともありました。 舞踊や組踊だけではなく三線、 笛と太鼓を習いました。 楽器

を習ったことがなく、 全くの初心者ですが、 なんとか三線を 引 き 、 笛を吹き、

太鼓を叩くことが出来ました。
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琉球舞踊を通して沖縄の事

を学ぶこともできます。 首 里

城から 国 頭の 辺 戸へ「お水取

り 」 と言う行事にも参加しま

した。 辺 戸 の大 川 から 水を

くみ 、 祈りを 込 め 、 健康と ・

で 良い年を迎えるよう首 里

城まで運ぶ行事です。



県費留学ではいくつかの

習がありましたが、 他の研修

に参加したことで、 さらに沖

縄の見方が広がったような気

がします。 夏と冬の兵 庫 ・ 沖

縄 友 愛 キ ャ ン プに参加したこ

とで、 兵庫県と沖縄県をつな

げる島 田 叡の歴史、 沖縄戦、

基地問 題、 阪神大震災な どの学習ありましたが、 他県の人達一 緒に沖縄と兵庫

の素晴らしさを体験し、 探すことができました。

かったです。 お墓の前での ピク ニックや仏壇

に捧 げるサ トウ キ ビには驚きました。 大勢の

親戚が集まるお祝い時はオ ードブル、 おばあ

ち ゃ んの手作りジュ ー シ ーと 中 身 汁はとても

美味しかったです。 2 月にはお じいち ゃ んの

90 歳の誕生日を家族みんなで祝いました。 お

じいち ゃん おばあち ゃ ん元気で長生きするこ

とを祈ってます。

年 中 の 8 割はとても暑く 、 沖縄はやっぱり

亜熱帯地なんだと分かります。1 月 ー2 月には

一 年間沖縄で過ごすことが

出 来たので 、 夏と 冬しかない

季 節 と祭りや行事を経験する

ことができました。 金城 家の

シ ー ミ ー とお盆は初 め て見る

もので ビ ックリすることが 多

桜 、 コ スモス、 ヒ マ ワリが満 開です。 暖かい沖縄でも冬には海からの風がも
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ごく冷た ＜ 寒いです。 夏のイ メージの ヒ マ ワリを見に行った時はスカー フ を

に巻きました。

留学期間が終わ る 頃に、 よく「縁」という言 葉を聴きます。 今まで何度も聴

いてきた言 葉ですが、 一年の留学が終わりに近 づくと気づき始めたのかもしれ

ません。

首里城近くに、 沖縄では最後とも言え る 金細工またよしの工房へ行きました。

又吉健次郎先生は琉球舞踊の古典女踊の シンボルとも言え るジー フ ァ ー （かん

ざし） や フ サイ ー ビナギー （指輪） を作 る 職人です。 彼に「あなたと会うのも

何かのご縁です」と言われ、 今・今日ここに来た理 由も意味があ る ， 何かの縁

だと思いました。 「執心鐘入」に若松と宿の女の「ご縁」について語 る 所があ

ります。 踊りの先生方に、 短い一年間で芸大で学べ る事も県費留学生と先生と

の何かの縁だと言われました。 偶然ではない。

舞台に立つのは 一度だけではないかもしれないけれ ど 、 一つ一つの舞台は
一度だけです。

英語で “se i ze the day" 、 ラテン語で “ca rpe d i em" 、 日本語では「一

期 ー会」、 ウチナ ーグチで似ている 言葉は「いち ゃ りばち ょ ーで一」です。 一

度合えば兄弟と訳しますが、 これも「縁」の一つです。 この「いち ゃ りばち ょ
ーで一」は組踊の「大川 敵討」の台詞「いきやへは兄弟 何うち隔てのあが」

（行き会えば兄弟、 何の隔てがあ ろうか） から来たと言われています。 この一

年間は 自分のルー ツである沖縄のことを考え る時間でした。 楽しい事や厳しい

チ ャ レンジもありました。 この一年間は琉球芸能を通して、 沖縄のこと学ぶき

っかけです、 始まったばかりです。 まだまだ学ぶことがたくさんあります。 年

下のクラスメー ト達や先輩方と一 緒に、 琉球芸能をもっと好きになりました。

沖縄のことがもっと好きになりました。
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いタイミングからよく勉強できた！

中津 サーラ 明美（アメリカ）

こ の 一年間にチャ レンジがいっ ぱいあり

した。 私 の 目 的 は琉球等曲だけど、 他 の

こ とも ありました。 私 は 日 本に住んでいた

外国人ですから、 生活を習わなければなり

ま せ んでした。 それも、 こ の 一年間は初め
一 人で住みました。 琉球芸能の人ですか

ら、 こ の夏コンク ールを受ける機会も ありま した。 そ

して 、 学校で勉強して 、 夏 までコンク ールを準備しま

したから、 自 身を忙し く して いました。 コンク ールが

も う 終わ った後でも、 ま だ忙し く して いまし、＿ 。

学校の舞台

こ の 一年間に沖縄県立芸術大 学（芸大 ） で琉球拳曲

を勉強して いました。 今お拳を専攻する人 が少ないか

ら、 私 には機会がいっ ぱいありました。 それと 、 ハ ワ

沖縄県立芸術大 学

イで地謡とかの伴奏をしたこ とが あ っ たので、 学校の 舞台のための伴奏を準備

して いました。

最初 に、 こ どもの 日 に平和記念公園で演奏しました。 ま ずは琉球古典音楽 の

、 そ の 後 は子供たちが踊 っ て芸大 生が地謡をしま した。 斉唱と地謡が少し

でき ま した。 こ の時 に先生たちは私の弾けるレベルを あ まり知らなか っ たから 、

簡単な曲を弾きました。 こ の機会が あ ったから、 芸 大 舞台の作業が見えま し 1一 O
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夏になってから、 たくさん舞台がありました。 学内

秋 中の宴がありました。 学内演奏会と初任者研修で組踊

調弦をとても気をつけなければなりませんでした。 こ

だけ ど 、 座り方と曲の始まり方の勉強でもありました。

めにいるから 、 お客様があまり見ないように曲を始めて

琉球古典音楽の

夏休みが終わった後で、 学

校の定期公演がありました。

この舞台はウチナ ーンチュ 大

会の間にありましたから、 と

ても忙しくなりました。 また

あって、 琉球舞踊と組踊もありま

と、 初 任者研修と、

めて伴奏しまし 1 ー。

はお等を弾く勉強

人は聞かせる

終わりたいん

す。 秋中の宴では詞弦のチ ャ レンジでした。 ぜい踊りの中で調弦が変わるから

チ ャ レンジでした。 また、 きれいに調弦を変えなければなりませんでした。 で

も、 この時は夜で、 お等のチ ョ ークの場所があまり見えなかったから耳を使わ

なければなりませんでした。 ち ょっと大変でしたけ ど 、 曲を終われました。

した。 斉唱に全員が参加して、 後で、 先生と先輩たちも参加し

踊の伴奏をした唯一の学生でした、 とてもありがたいです。 こ

んとハ ワ イ のお等先生も来れたからあり

また 1 月に来てから、 学内演奏があり

た。 お等の先生は源氏節を選ばれまし

がありませんし歌い方の細かいとこ

いです。

した。 この学内で私

。 この曲はハ ワ イ であ

り

。 私は舞

におば

しまし

ので、 ち ょ っと

こと

し
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ま し ょ う と 思 い ま し た 。 で も 、 一 番 チ ャ レ ン ジ し た こ と は本番の週に風邪 を ひ

い て 、 咳 と 鼻水 も あ っ た か ら 歌 い に く か っ た こ と で す 。 鯛弦 を ち ょ っ と 下 げた

ら 、 歌 え る に な り ま し た 。 頑張 っ て 、 お か げ さ ま で 私 は終われ ま し た 。 そ の 独

唱 と 生 田 流等 と 琉舞の地謡伴奏 を し ま し た 。

最後の 学校の 関係舞台 は外務省沖縄事務所の 2 0 周 年 レセ プ シ ョ ン で し た 。

一週間 し か な っ た の で 、 で き る 曲 を 弾 き ま し た 。 残念 な の は誰 も 写真 を 撮 り ま

せ ん で し た 。 で も 楽 し い イ ベ ン ト で し た 。

学校以外の舞台

芸大の 県費 留学生 と し て 沖 縄 に 来 た と し て も 、 学校 に 関係 な い舞台 も あ り ま

し た 。 先 生 た ち の お か げで い っ ぱい舞台 で た こ と が あ り ま す 。 私 は本 当 に あ り

がた い で す 。

平成 2 8 年 の 琉球新報の琉球古典芸能 コ

ン ク ー ル を 受 け て 合格 し ま し た 。 沖 縄 に 来

る 前 に お等 と 舞踊 の コ ン ク ール を 受 け る こ

と を 予 定 し て い ま せ ん で し た か ら 、 三 ヶ 月

は準備す る た め に 短 い と 思 い ま し た 。 で も 、

先生た ち が私 を 信 じ る か ら ち ゃ ん と 稽古 に 行 っ て 、 練習 し て

準備がで き た と 思 い ま し た 。 受 け る 日 に も 友達 、 先輩、 先生 も 応援 し て い た か

ら 合格 し ま し た 。
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ち か ら お願 さ れたの で 、 私 は貢献 と い う 、

て 持 っ て 帰 る 人 で し た 。

に 小道具 を持 っ て行 っ

コ ン ク ール に 合格 し た人 は芸能祭 で 出

はずだか ら 、 芸能祭 も 参加 で き ま し た 。 三

日 間 で ま し た 。

最初の 出 る 日 に 、 先 に か ぎやで風節 を踊

っ て 、 早 く 舞踊化粧を と っ て 着替え て稲ま

づん節の 地謡伴奏 を し ま し た 。 あ と 二 日

は お 等 を弾 いた だ け の で 、 そ ん な に忙 し く

あ り ま せ ん で し た 。

ほ と ん どの ハ ワ イ か ら 来 て コ ン ク ー ル に

合格 し た 人 は仕事か学校で あ ま り 芸能祭で

出 ら れ な いか ら 、 こ の時 は 特別 と 思い ま し

た 。 そ れ に も 、 ほ と ん どの 新人 賞 の 人 は あ

ま り 地謡伴奏 で 出 ら れ ま せ ん か ら ま た特別

と 思 い ま し た 。

平成 2 8 年 に も 世界 の ウ チ ナー ン チ ュ 大会 があ り ま し た 。 そ し て 、 沖縄県立

博物館で舞台 が あ り ま し た 。 こ に 住ん で い る 外 国 し i - O
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これでは私がずっとお拳を伴奏したから、
一 番難しいお等の機会でした。 琉舞の地

謡以外は長峰ルー シさんの独唱伴奏をし

ました。 これは一 番 緊張の舞台でした。

ウチナーンチュ大会の時に国立劇場おきなわで舞台がありました。 この時に

芝居に参加しました。 この芝居の練習について、‘ 二週間しかありませんでした。

他の皆は プ ロ フ ェ ッシ ョ ナルの琉球芸能人ですから、 超緊張していました。 で

も、 本番の日は楽しかったです。

首里城でよく琉舞の舞台があります。 そして、 安座間本

流の番になったら、 私も参加できました。 二 回参加しまし

た。 一 回目にかせかけを踊って、 二 回目に上り 口 説を踊り

ました。 この経験は楽しかったと思います。 毎 回 三回踊り

ましたから一日 中 首里城にいました。
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芸能 と 関係な い活動

夏休みに古宇利 島に行きました。 友達と一 緒に祭を見に行きたかったです。

こ の祭りでたくさん琉球芸能がありました。 古宇利 島にとても綺麗な海もあり

ますので観光した時にいっぱい写真を撮りました。 あついなんですけ ど、 まだ

楽しめました。

県費の皆さんと伊江島に行きました。 二 泊 三日泊ま

るはずだったけ ど、 台風が来るはずだったから早く帰

りました。 ち ょ っと残念だけ ど、 いっ ぱい食べられた、

城 山に登れました。 アイ デンテ イ テ ィ 研修はほんとん

どの時間をかかったから、 他の時間がありませんでし

た。 超短かったけ ど、 楽しかったと思います。
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冬友愛 キ ャ ン プを参加しました。 兵庫県に行って、 よく遊んで、 食べて、 楽

しみました。 新しい人と会ったから違う人と話せました。 いつも新しい人と会

ったら、 私は恥ずかしくなります。 でもそれをわかった人もいたから、 いっぱ

いしゃ べりました。

芸大でハ ワ イ から来た友達が働いていたからいっぱい観光できました。 ひま

わりと桜を見に行きました。 いっぱい花を見ましたから嬉しかったです。 あっ

ちこっちの芸大生の出 品を見に行きました。 中 城城と勝連城も見に行きました。
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伺 った人

年間を通じて家族と友達が伺いに沖縄に来ました。 両親と私の彼氏は夏と冬

やすみにきました。 その時にいっぱい食べて遊べました。 ち ょ っと観光できま

した。 両親は正月の時にいたから、 首里城も行きました。

ウチナーンチュ大会の時に友達と先生たちと家族も来ました。 その時は忙し

かったけ ど 、 ハ ワ イ の皆と一 緒に遊べました。 パ レードも参加できたから素晴

らしかったと思います。

自分の習 った こ と

沖縄で勉強することについて、 たくさん 自分のことを習いました。 日本語は

あまり上手 じ ゃ ないので、 他の方法で勉強しなければなりませんでした。 よく
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目と耳を使って勉強しました。 弾き方と踊り方だけじ ゃなくて、 曲の意味とか

も一 緒に勉強できるように、 聞くこともち ゃんと習いました。

私は習うために舞台 で 出ることだけ じ ゃ なくて、 よく舞台

を見に行ったことがあります。 こんな勉強が大事ということ

も習いました。 よく見なければ、 ち ゃんと踊り方と伴奏のや

り方を見えなかったと思います。 それと、 たくさん先輩と先

生たちも出たから応援することも大事だと思います。 そのよ

うにでる人がいなかったら 、 私たちも習えませんと思います。

自分で住むことを始めてからち ょ っと生活とかの 自分のことも習いました。

今＿ 人 ですることを怖がらなくなりました。 この一年前には一 人 で何もやりた

くありませんでした。 そして、 今一 人で食べて、 買い物ができて 、 どこにでも

行けるになりました。 ハ ワ イ に帰ってからまだ一 人 ですることもやりつづけた

いと思います。

家族と彼氏がいなかったら 、 私はこの一年間をしの げなかったと思います。

この一年間で芸大で留学しながら コ ンクールを受けたから、 忙しかっただけじ

ゃ なくて、 頭もいっぱいになったから どん どん心配して緊張するになりました。

でもハ ワ イ の皆さんがいつも「サーラ、 できるよ ！ 」と言われたから気持ちを

上 げられました。 先輩と先生たちも励ましたから 、 できる気持ちになりました。

そのような応援する人がいなかったら学校の目的以外の事はできなかったと思
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います。 とても間がいいと感じます。 それで、 このような人に本当に感謝しな

ければならないと思います。

それではこの1 年間はとってもいいタ イ ミ ングといい勉強がいっぱいあった

と思います。 もうち ょ っと早く来たかもうち ょ っと待っていれば、 多分こんな

機会はないと思います。 私の家族と友達と先生と先輩にとってもありがたいで

す。

ハ ワ イ に帰ったら、 後でハ ワ イ から県費に来る人を手伝いたいです。 そして、

県費が沖縄にいるときも、 ハ ワ イ から応援したいです。



三線の音で生 き て い る

大城 ブルーナ マリ コ （ ブラジル）

沖縄県立芸術大学

私は子供のときから、 ブラジルの沖縄県人会に通っています。 オジーとオバー

は三線が大好きで、 私も興味を持つようになりました。

沖縄で留学するのは 2 回目です。 沖縄にはじめて来たとき 、 芸大のオー プンキ

ャ ンパスに行きました。 そして、 芸大で琉球古典音楽を勉強したいと思いました。

留学に来る前に、 自分のやりたいことのリストを書いて、 やりたいことはだい

たいやりました。 とても嬉しいです。

この 1 年間、 沖縄県立芸術大学で学んだことはたくさんあります。 琉球古典音

楽のがくふを読むようになりました。 声のだしかたと三 線の弾き方はちがうので、

最初はとても難しかったです。 そして、 正座でお稽古するのははじめてでした。

まだまだ慣れていませんが、 正座のおけいこして、 いい勉強になりました。 昔か

らの文 化で、 みんな舞台で正座をやりますので、 きれいに見えるとおもいます。

それから、 芸大の舞台に参加してい ろい ろ 勉強になりました。 学内演奏会や定

期 公演や芸大さいに参加したことは、 素晴らしい経験でした。 最後の学内演奏会

ではじめて古典の独唱をしました。 チ ャ レンジでした。 学生たちは一所懸命お稽

古して、 皆で舞台のそうじをして舞台で色んな手伝いしてから舞台にでます。 そ

れをみたら、 感動しました。 みんなの力は大事だと感じました。

学校の授業で、 踊りの地方実技をやりました。 地方は 自分だけ上手ではなくて、
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みんなと何回も合わせて綺麗な舞台をみせます。 歌三線、

また姿勢は大事です。

ヽ ヽ 、 踊り 、

歌三線以外、 笛 、 太鼓、 琴 、 踊り、 組踊、 ふんそうほう、 日本語、 琉球語も勉

強しました。 まだいっぱい勉強したいですが、 1 年間いっぱい勉強する機会があ

ってとても嬉しいです。

芸大の先生達のみなさん、 いっぱい勉強させていただきたり、 忍耐教えたり、

チ ャ レンジしたり、 いつも感謝しています。 同級生、 先輩のみなさんはとても上

手でやさしくてい ろ んなアドバイ スをいただきました。

こども の日 一 平和祈念堂一 比嘉学長

週末、 沖縄国立劇場で色んな舞台をみるきかいがありました。 組踊や琉球舞踊

やそうさく舞踊や独演会をたくさんみました。 本 当に素晴らしいので、 みんな ブ

ラジルに来てほしいなと思っています。

8 月 、 琉球古典芸能 コ ンクールに参加して、 新人賞の合格することができまし

た。 「伊野波節」 つ ていう難しい曲でした。 コ ンクールが終わって、 芸能祭と受

賞 式に参加しました。 友人のみなさんたくさん頑張って合格できてとても嬉しい

です。
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夏休みのとき、 八重山の石垣島で有名 なと ぅ ばら一ま 大会へ見に行きました。

いつも、 イ ンタ ネットで「と ぅ ばら一ま」 と言う曲を聴いて感動しました。 せい

かく沖縄にいるので、 と ぅ ばら一ま大会にほんとうに行きたいと思いました。 最

初は、 見るだけだと思いましたけ ど、 なか どう道ぬと ぅ ばら一ま大会 （本番の

前の日） に、 参加するようになりました。 友達が 申し込みしました。 とても緊張

しました。 そして、 八重山 民謡の先生達と 2 次会に参加しました。 地球のはんた

いがわにと ぅ ばら一まが歌うと嬉しいと聞きました。 そして、 先生達のアドバイ

スをいただきました。 参加者の皆さんはほんとうにすごいです。 それから、 友達

はい ろ んなとこ ろに連れて行 っ て、 そのおかげで歌碑め ぐりの コ レク シ ョ ンをは

じめました。 八重山と沖縄本島の言葉は違うので、 面 白いです。 とてもいい経験

でした。

1 0 月、 5 年に 1 回沖縄で行われた「第 6 回世界のウチナ ーンチュ大会」 には

じめて参加することが出来ました。 留学中でこんな大きいイ ベントがあ っ て、 と

ても ラッキです。 オ ペ ニングセ レ モ ニーで世界 中にいるウチナーンチュと三 線を

弾きました。 素晴らしい経験でした。 ウチナーンチュの多くの人が集ま っ て、

んな話しして、 沖縄の文化と交流を続けるためにとても大事だと思います。
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1 1 月、 沖縄県立博物館・美術館で移民資料展「ウチナーンチュの世越の肝心」

という イ ベントに参加しました。 2 世から 5 世まで、 世界 中からのウチナーンチ

ュの琉球芸能の舞台でした。 本当に素晴らしい機会があって、 いっぱい練習して、

いい勉強になりました。 これからも、 色んな人と三線を弾きたいです。

学校以外、 沖縄に来る前に 1 つのやりたいことは、 沖縄で歌碑巡りの コ レク シ

ョ ンです。 琉球古典と民謡の歌詞だけではなくて、 歌碑で作った曲の場所や歴史

や気持ちを学びました。 例えば、 この曲はこんな場所で作った、 こんな気持ちで

作ったです。 沖縄だけしかありませんもので色んなとこ ろにまわって勉強ができ

ました。 先輩や友達のおかげで、 歌碑巡りが出来ました。 そして、 ブ ラジルに帰

ってきたら、 歌詞の意味と気持ちをポルトガル語で書きたいです。 興味がある

に伝えたいと思います。
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3 月 4 日、 さんしんの日に参加する機会がありました。 最初、 あかいんくの前

で演奏 しました。 そして、 読谷で幕開けの舞台にでました。 とても感動しました。

ブラジルでさんしんの日もやっています。 中学生のときから参加しています。 沖

縄のさんしんの日は素晴らしいので、 沖縄から ブラジルにい ろ んなアイ デアを持

っていきたいです。

琉球古典音楽野村流音楽協会の地方研修に入りました。 月に 1 回があって、 は

じめて弾いた曲はたくさんありましたので、 勉強になりました。 そして、 地方研

修部の発表会に参加する機会があって、 先生たちのみなさんにとても感謝します。

1 年間で、 人生の勉強もできました。 例えば、 ひとり ぐらしでお金の コ ント ロ

ールをしなければなりませんし、 自分で手続きしなければなりませんし、 色んな

人と色んな意見と暮らしますので人生の勉強になりました。
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この 1 年間は人生の中でいちばん最高な年です。 大学でい ろんなことを学ぶこ

とができて、 舞台にさんかすることがたくさんありましたし、 色んな機会があり

ましたので、 色んな人と出 会って、 とても嬉しいです。

三線の勉強したいことが増えましたので、 これからも頑張ります。

県費留学生の機会がありますので、 毎年世界 中からの沖縄に留学生で来ま フ 0

それのおかげで、 自分たちの国で沖縄の文化を伝えることができてい ゜

沖縄県庁のみなさん、 財団のみなさん、 沖縄県立芸術大学琉球芸能専攻の

たちと生徒たのみなさん、 琉球古典音楽野村流音楽協会の先生達のみなさ、 い

戚のみなさん、 友達のみなさん ：

いつまでもみなさんに感謝しています。

いっペーにふ ぇ ーで一びたん ！ Agradego a todos de coragao por esta 

oportun i dade ! Mu i to obr i gada ! 
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沖縄古里

モ レ ノ マリア フ ロ レンシア （アルゼンチン）
沖縄県立芸術大学

沖縄は祖父 母の古里です。 やさしくてきれいな島です。 ウチナ ーンチュ子弟等

留学生受入事業で祖父 母の古里に来ることができました。 お祖父さんとお祖母さ

んの海と空と土地を初めて知りました。 お祖父さんとお祖母さんのウチナ ーグチ

と三線の音楽が聞こえました。 デイ ゴの花と ガジュマルの木が見えました。 私は

祖父母を知ることができませんでしたが、 今私は祖父さんと祖母さんをより近く

に感じています。

沖縄へ来て親族に会いました。 照屋家と兼城家です。 沖縄の家族はとても暖か

かったです。
一年間、 照屋家のみんなと 多くの瞬間を共有することができました。 シー ミ ー

に行きました。 とても大切な経験でした。 そして、 三線を一 緒に弾いたり、 子 ど

もたちと遊んだりしました。 照屋家はうるま市で色々な文化の活動をいつもして

います。 ですから、 歌やエ イ サーのパ フ ォ ー マンスを見ることができました。 す

ばらしい家族です。 私はとてもラ ッ キーです。 沖縄できれいで大きい家族に会い

ました。
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沖縄県立芸術大学

沖縄県立芸術大学で沖縄の伝統的な工芸と日本語を勉強しました。

日本語

一年間日本語を勉強しました。 中 川 麻美先生に教えていただきました。 日本語

能力 試験のために勉強して、12 月に試験を受けました。 そして合格することがで

きました。 その他にも沖縄の文化と歴史とウチナ ーグチを勉強しました。 日

の授業のおかげで毎日の会話で話すことができました。 それに、 工芸の授業の説

明を理解するために役に立ちました。

工芸

沖縄県立芸術大学には高い レ ベルの工芸の先

生がいます。 先生の作品と教え方はとても素晴

らしいと思います。 沖縄に来たときに、 私は日

本語が少ししか分か り ませんでした。 伝統的な

芸術は手作 り ですから、 作 品を作るために私は

先生の作 り 方を見て 、 同じようにしました。 先

生方はとてもやさしかったです。

4 月に染 めを勉強しました。 渡名 喜はるみ先

生に教えていただきました。 私の作 品のタ イ ト

ルは「南の絵」でした。 イ メ＿ジは景色と筆でした。 沖縄のびんがたのデザイ ン

はとてもおもし ろいと思います。 自然の物を使います。 ですから、 私の作 品には

山と川と花を使いました。 作品はアルゼンチンと沖縄を ミ ックスしたものです。
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デザイ ンはシンプルな形でした。

5 月に漆を習いました。 糸数政次先生

と嘗 員茂先生に教えていただきました。

琉球漆器はとてもすてきです。 私の作品

のデザイ ンは眠るきつねでした。 きつね

は 自然の静かなイ メージだと思いました。

6 月に焼き物をしました。 山 田 聡先生が教えてくださいました。 ロ ールのス タ

ンプで作 品を作りました。 私の作 品はお菓子の箱とお皿でした。 デザイ ンは動物

と葉でした。 箱の高さは 2 0 cm でした。

7 月に織物を勉強しました。 花城美弥子先生に教え

ていただきました。 横 糸を染色して、 縦糸を準備して、

織付けをしました。 作 品を 3 つ作りました。 作 品 1 は

横糸染色でした。 私は M. グリーン 5 の 6W 色を使 って

作りました。 作品は基本織でした。 作品 2 のタ イ トル

は青い森でした。 作 品のために、 自分の イ ラ ス トを使

いました。 赤 頭 巾ち ゃ んの物語の イ ラ ス トでした。 物

語の様式は北米原住民の文化でした。 北米原住民の織
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物のデザイ ンをかきました 。 ですから、 織物の作 品の

アイ デ ィ アは物語の景色です。 赤 頭 巾ち ゃんはおばあ

ち ゃんの家へ行くた めに、 青い森をわたりました 。 使

った色は冬の色です。 デザイ ンにバ ランスと コ ントラ

ストをさがしました 。

作品 3 は三線のテ ィ ー ガーでした 。 デザインは横 じ

までした 。 使った色は作 品 2 と同じ色でした 。 三線を作る仲嶺先生は私の三線に

テ ィ ー ガーを巻いてくださいました 。

毎月工芸の授業のさいし ょ の日に学生は 自分の作 品を見せて説明しなければな

りませんでした 。 学生の作 品はい ろい ろなデザ イ ンがありました 。 私はこの日が

とてもおもし ろかったです。

10 月、 専門の授業に漆を選びました 。 私は漆の勉強を始め たとこ ろなので、 も

っと習いたいと思ったからです。

漆を勉強できるのは日本だけです 。 それに、 国へ帰ったときにアルゼンチンの

県人会で新しい工芸を紹介できると思いました 。10 月から色々な作 品を作る予 定

でした 。 一年生と二年生、 三年生と授業に参加しました 。 漆の歴史を知ることが

できまし た 。 日本と琉球の漆の歴史を習いました 。 前史から現代まで勉強しまし

た 。 漆の勉強のた めに、 漆の歴史を知ることはとても大切だと思います 。 漆の方

法が分かりやすくなるからです 。 それと、 漆の作り方の授業も受けることができ

ました 。 漆の会社から大内さんという方が授業へ来て、 漆の摘出と過程を説明し

ました 。
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11 月は螺細の授業でした。 水上

修先生が授業をしてくださいまし

た。 授業のた めに、 作 品のア イ デ

アを描きました。 テ ー マは 自然で

した。

私のイ メ＿ジは「満月の夜に動

物が月を眺 めている」です。 漆の

授業ではすごい技術をたくさん見ることができました。 貝でイ メージを作りまし

た。 作るために、 手板を準備して、 貝を切 っ て、 漆ではりました。 つぎに、 漆で

ぬ っ て、 漆を乾かすときに貝の所に漆を出しました。 それからイ メージが見えま

した。 金箔の貝でイ メージのアクセントをかきました。 月と葉 っ ぱは金箔でした。

12 月に茶碗とお皿の授業がありました。 沖縄の工芸のセンタ ーで千木 良先生が

茶碗とお皿の作り方を教えてくださいました。 千
、

木 良先生は学生のデザイ ンのお

皿を作りました。 漆の授業でお皿は漆で塗らなければなりませんでした。

12 月から 3 月までに沈金と箔絵と密陀絵と堆錦の作 品を作りました。 沈金と箔

絵と密陀絵と堆錦の作 品のために、 手板を 4 つ作 っ て、 デサ イ ンをかきました。

作 品のテ ー マは 自然でした。 シリー ズでしたから 、 作 品のイ メージは動物と草木

でした。 鹿ときつねとうさぎをかきました。 それから、 漆の作 品はせんぶ同じテ
ーマにしました。
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踊りと三線

安座間本流で琉球舞踊 を習いました。 安座間明 美先生に教えていただきました。

踊りの稽古で沖縄の音楽も習いました。 か じ ゃで風、 からや一 節、 はちない を習

いました。 三線も少し習いました。 それで、 親戚と三線 をいっし ょ に弾けました。

また、 ウチナ ーンチュ大会のグラン ド フ ィ ナ ー レで三線 を 弾きました。 踊りと

三線 を 通して、 沖縄の文化 をもっと学ぶことができました。

この一年間に、 沖縄の色々な歴史的な所へ行 く ことができました。 沖縄平和祈

念資料館では沖縄の戦争について知ることができました。 それから、 祖父母の歴

史も分かりました。 どうして祖父母はアルゼンチンヘ行きましたか。 どうして、

私はウチナ ーンチュ三世ですか。 それから、 自分のアイ デンテ イ テ ィ ー を 考えま

した。

ウチナ ーンチュ子弟等留学生としての一年間は私にとって大切な経験でした。

祖父 母の古里のこと を初めて知ったり、 沖縄の親戚に会ったり、 沖縄の文化 を習

ったリしました。 私はこのような経験ができたこと をとても感謝しています。
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沖縄での長い短 い一 年間

照屋 ブルーナ ちえり （ ブラジル）

沖縄県立芸術大学

照 屋 ブルーナちえりです。 ブラジルで生まれ、 育てられた 4 世です。 沖縄

県立芸術大学でデザイ ンを学びに来ました。 ブラジルでもデザイ ン専攻の大学

生です。

自分のルー ツである沖縄、 琉球のデザイ ンを学んで、 自分の制作で表現でき

るためにウチナーンチュ子弟等留学生の プ ロ グラムに応募しました。

沖縄で成人をむかえて、 初めての一人暮らしでい ろ い ろ な経験をしました。

自分で解決したり、 責任を持つ大切さに気づきました。 母 国 語のポルトガル語

では言 葉が通じない場所で、 日本語だけではなくて、 他の外国人との関わりの

た めに英語、 スペ イ ン語の練習にもなって、 他の言語を習いたい気持ちも感じ

ました。 沖縄で世界のそれぞれの人と出 会えて、 自分の世界感が広がりました。

沖縄県立芸術大学の授業は ブラジルのサンパウ ロ 大学と完全に違って、 デザイ

ンの新しい考え方を経験出来ました。 和紙作り、 キ ャラク タ ＿と イ ラストを作

ったり、 本 当の企業の ヴ ィ ジュアルア イ デンテ イ テ ィ を新しく考えたりして、

自分の国にはない授業を経験出来ました。

後半は工芸の染分野の授業受けて、 沖縄の伝統的な紅型と日本の染方法を学

びました。 初めて生地で染める実験をして、 芸術の 中で新しい可能性を見つけ

ました。

県の ワ ーク シ ョ ップに参加して、 ア イ デンテ イ テ ィ 研修やグ ロ バルリー ダー

シップな どの プ ロ グラ ムで若い世代の人達と交流できて、 自分と世界の関係を

考え直しました。 「私は誰ですか」「世界で私の居場所は どこですか」、 その

質 問の答えはまだ見つけていないし、 正しい答えはないと思いますが、 その機

会のおかげで、 探し始めました。
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一年間で経験と機会が多くありました。 家族と友達から離れていて、 長かっ

た。 しかし、 勉強、 沖縄での友達を考 えたら、 短いです。 足りなかった分はま

たこれからの勉強の動機になります。

4 月 1 1 日 ー 5 月 2 7 日

エ デ ィ トリアルデザイ ン

担 当 崎濱先生

和紙作り （安慶名先生）

2 週間で紙漉きの授業を受けま

（紙と イ ラスト レ ー シ ョ ン）

した。 和紙を作るために長い時間

がかかります。 植物を煮て、 冷め

てから塵をとります。 その後に、

きれいにした皮を叩く。 細かくし

た皮を水でかき混ぜて、 ねりを加

えて、 紙を漉きます。 水を取るた

めに圧搾して、 木板に広がって、

外で乾かす。 乾かしたら、 和紙を

木板からはがして、 完成です。

紙漉き終わって、 イ ラストの授

業を始めました。 キ ャラク タ ーの

形だけではなくて、 その世界観、

性格、 仲間、 ストーリーな ども考

えて、 その世界を紹介する絵を

いた。 私が考 えた キ ャラク タ ーは

放置された町のおばけです。

ー



5 月 3 0 日 ー エ且 1 5 日

ラ フ ィ ック デザ イ ン

担 当 赤嶺先生

（ ビジュアル ア イ デンテ イ テ ィ ）

広告 （金城先生）

二つのグル ー プに分けられて 、

沖縄の企 業 、 第 ー パンさんの V I

（ イ メ ージ 、 ロ ゴ 、 パ ケ ージな ど）

を新しく考える授業だった。 第 一

パンの社長の意見を 聞いて 、 新し

い 世 代にア ピ ー ルする目的で 、 新

しい企業イ メージを作る。

自分のグルー プは昔の コ ンセ プ

トを守りながら 、 人気の商 品をもっとア ピ ールして、 パッケージや キ ャラク タ
ーを作りました。
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1 0 月 3 日ー 1 0 月 2 1 日

染色実験

担 当 渡名 喜先生

生地、 染料と顔料の様々な種類の実験。 次の作品のための見本を作りました。

1 0 月 2 4 - 1 0 月 2 8 日

防染法

担 当 石塚先生

藍で タ ペストリ ーと手ぬ ぐいを染 めた。

技術を教えられてから、 自 由に 自 分が 作

りたかった イ メ ージを染 めた。 染 めると

きは、 藍色の液体に入れる。 白 い部分は 、

圧 力を使って染まらないようにする。
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1 1 月 7 日ー 1 2 月 5 日

古典紅型 （筒）

担 当 城間弘子先生

道具 （筒と刷 毛） を作りながら、 うちくいを染 めました。 両面に糊置きと色

差しをした。 古典紅型ですから、 見本を見ながら、 作った。

1 2 月 5 日ー 1 月 3 1 日

古典紅型 （型）

担 当 渡名 喜先生 ／ 名 護先生

3 メー トルの生地で古典紅型の模様を型

紙で作る。 見本を見ながら、 型紙を ト レ ー

スして、 掘ります。 見本からもともとの色

を想像して、 自分の作 品に合わせます。 で

きるだけ昔の技術をまねした。
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1 月 2 3 日ー 1 月 2 7 日

型紙研究

担 当 本 田先生

シルクスクリーン。 前の作 品か何かの物から美しいと思う線、 形を見つけて、

模様にする。
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沖縄で し か確かめ ら れなか っ た 、 自 分のルー ツ

玉城 上 原 美幸 （ペルー）

沖縄県立芸術大学

私は玉城上原 美幸です。 母はペル一人、 そして 父はアルゼンチン人だからペ

ルーとアルゼンチンの国籍を持って います、 でもアルゼンチンに行ったことな

いので、 自分をもっとペル一人だと感じます。 初 め て沖縄に来たときは 6年前、

与那原町の研修生でした。 そのこ ろの研修は 3 か月、 短い時間で沖縄の歴史や

文 化に思いを寄せて沖縄にすっかり惚れました。 そしてまた今回一年間の研修

で来 てもっと沖縄の事を深く調べることが出 来 て 本 当に嬉しかったです。 私は

ペルーで勉強している専門はグラフ ィ ック デザ イ ンです。 芸術にとって も興味

があって、 本や写真だけで見た、 沖縄だけにある伝統的な芸術を学びたいと思

っていて、 沖縄県立芸術大学で漆を勉強したい と 決めました。

沖縄に着いてから現地の人たちは明るく て 仲 良くなることが出来ました、 一

日目からあまりホ ーム シック感じませんでした。 さらに、 別 の県費留学生と初

め て 会った時はす ぐつながりが出 来ました。 皆バラバラの国から来て、 違う

語を使うのに、 最初から本 当 の友情を感じました。 皆さんとの交流会、 一 緒に
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観光地を回ったりご飯を食べたり、 一 緒に写真を撮ったり、 たくさんおし ゃ べ

りをした りたくさんの思い出ができました。 昔から会ってない親戚とまた出 会

って、 そしてアルバム写真を見ながらいっぱい家族の事を調べて、 絆がもっと

強くなったと感じました。

大学で一 番嬉しかったことは、 生徒と友達になれたことです。 最初はみんな

がんばって日本語がわからないときは英語で話しかけてくれて、 ジ ェスチ ャ ー

を交えながら楽しく話すことができました。 彼らと話をしていると、 ペルーや

南米のことに興味があるっていうことがよく分かりました。 だからペルーのこ

とを教える機会があって嬉しかったです。 一つ一つの授業で作 品 作って、 その

作 品の プ レゼンテ ー シ ョ ンもありました。 人前に立って日本語で話すことはな

かなかないので、 緊張しました。 先生とクラ

スメー トたちが一生懸命聞いてくれて、 とて

も喜びました。 沖縄県立芸術大学で工芸の 中

が染、 織物、 陶芸と漆があって、 最後は漆の

門を選びました。 内地も漆がありますが、

琉球漆器は沖縄の特色があります。 堆 錦はそ

の 中 の一つでした。 それと プラス中 国から来

た螺細、 沈金、 箔絵も大学で学びました。
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研修の中に一 番 印象的な日は慰霊

日でした。 平 和 祈念公園で、 資料

館や慰霊塔、 昔実際に戦争な どが起

きた場所を見学しました。 一 番 印象

に残ったのは資料館で戦争経験者の

話を聞いて、 今の平和の大切さを知

ることができました。 沖縄では戦争

の時期たくさん苦しんだけ ど、 アメ

リカを嫌いな気持ちを感じなくて、

戦争は 良くないというメッセージを人々から伝えました。 アメリカが嫌いな気

持ちを引きずってないけ ど戦争の事は忘れていない。 沖縄はそのバランスが出

来てすごいと思いました。

それと、 この研修の中でとっても良かった体験は沖縄 N G Oで ボランテ ィ ア

をすることでした。 N G Oで多くの計画に参加出 来て非常に素晴らしい経験で

した。 そこで色々な国の人 と 出 会っていっぱい友達を作ることが出来ました。

研修期間の内に基本的芸術と 自分のルー ツ やア イ デンテ ィ テ ィ ーを沖縄の

人々からたくさん学びました。 その県民の優しさに感謝したくて N G O と 出 来

るだけ力 合わせて沖縄の人々に感謝の気持ちを返したかったです。 この仲間で

いっぱい知識と経験を交換できて上等でした。 N G O のスタ ッフ に感謝しても

感謝しきれません。 沖縄に戻る機会あればまた協 力したいです。

この1 年とっても早く感じました。 この沖縄で学んだことを胸に刻み、 ウチ

ナ ーンチュのルー ツを持っているペルー 人に伝えたいです。 母 国に帰ったら皆

さんにぜひ沖縄に行ってくださいと言いたいです。 この研修の間にさま ざまな

場所を訪れたけ ど、 沖縄の中で一 番 素晴らしかったのは沖縄の住民でした。 心

が 明るくて、 気さくな人が多いと認識 出来ました。 今年の研修の時期でウチナ
ーンチュ大会に行って、 色々な イ ベントに参加出来て、 世界のウチナ ーンチュ

と 出 会って、 す ごく恵まれたと思いました。 ウチナ ーンチュ大会の間、 自分の
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ルー ツや文化、 歴 史を毎日 ぐ ら い見 聞き 出来て、 とても大切な時間でした。 絶

対忘れないです。

この研修の機会をくださった皆さんに心か ら 感謝します。 これか ら ペルーと

沖縄の架け橋を続けたいです。 去年天国に行ったおじいち ゃ んとおばあち ゃん、

沖縄のルー ツを守って、 そして家族に伝えてくれてありがとう。 沖縄に着いた

とき大変助けてくれた親戚の皆さんに感謝します。 6 年前お世話になった与那

原 町のおか げで私の初めて沖縄に興味と愛を起こしてくれてありがとうご ざい

ます。 大学の先生たちとクラスメー トの皆さん、 暖かい表情と大変わかりやす

い内容で、 とても素晴 らしい研修を受ける事が出来ました。 工芸の技術はペル
ーと違い、 大変難しかったけ ど、 とても貴重な経験でした。 帰 国 後生徒や仲間

に沖縄に学んだ技術を伝えたいです。 大変お世話になりました、 ありがとうご

ざいました。 そして最後に、 この一年の研修でさま ざまな形でご支援とご協 力

して下さった全ての方々のおかげです。 深く感謝申しあ げます。 皆さんにまた

今度、 沖縄か、 ペルーか、 世界の どこかで会うのは楽しみにしています。
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こ れか ら も よ ろ し く お願い し ます

安座間 上地 カ テリ ネ 直未 （ ペルー）

沖縄国 際大学

「皆さん、 故郷と 言え ば、 どんなと こ ろ を思い 衷 すか。 私にと っ て 『故郷』 と

い う のは 『い つ でも隔れ る 湯所』 だと思います。 」

大学で同じ留学生とス ピーチ コ ンテストを行いました。 この文で私のス ピ ー

チは始まり中 級の中で 3 位になりま

した。 ＿年間の留学の経験をまとめ

るのは難しいですが、 一 般的に 3 つ

のテー マに分けていきます。

沖縄国 際大学 ・ 授業 ・ 国 際交流サー ク ル

「はいたい、 ち ゅ ーうがなびら。 わんねーアザマ ナ オ ミ やいびん。 ゆ たしく

うにげーさびら」 ということは日本・沖縄事情の授業で学びました。 もち ろ ん 、

色々なことを勉強しましたが、 一年間沖縄で過ごしていましたので今回は少し

基本的な学んだうちな一 ぐちで始めまし ょ うかな 、 と思いました。 沖縄国 際大

学では一年間、 日本事情、 日本語会話、 日本語文法と日本語作文 、 そして後期

に聴講で韓国語 I I を受けました。 それに、 たまに フ ェ ルナンド先生のスペ イ

ン語の授業に参加しました。

まず、 日本語の授業で色々な 国の留

生と勉強して、 ネ パール、 ベ トナ ム 、 中

国 、 マカオ 、 台 湾 、 韓 国 、 イ ンドネ シア

な どの人たちと一 緒に日本語を学びまし

た。 個 人的にスペ イ ン語を喋る人がいな

-50-



くて、 英語や日本語で喋ってみるしかありませんでしたので、 日本語にだんだ

ん慣れました。 韓国語の授業は日本人と勉強しましたので外国 語は日本語で学

ぶことになりました。 そのためにまず日本語の単語や漠字を学ばなければなり

ませんでしたのでいつも携帯の辞書を使いました。 しかし、 そのおか げで新し

い言葉も習うことができました。 そして、 とても優しい人々が友達になってく

れて日本語も韓国 語も練習できるようになって嬉しいです。 それに、 フ ェ ルナ

ンド先生の授業に前期も後期もたまに参加しましたから前に習えなかったまた

は知らなかったことを学びました。 基本的な言葉や 自分の授業でよく使う

を習って、 スペ イ ン語の授業でも日本語を勉強することができました。

国 際交流サークルも入って色々な人た

ちと出 会えて良かったです。 性格や文化

や出 身な どに構わずに素敵な絆を作って

人生の世界 中 繋がりができたと思って、

色々なことを教えたり話したりして言語

や文化や習慣な どについて交流ができた

と思います。 そして、 色々な人と会えたから 自分の考え方も味方も広がるよう

になったと思っています。

生活 ・ 親戚 ・ 友達

沖縄で 一人暮らしの生活ができるようにな

りましたのは大切な親戚と 友達のおか げです。

いつも 私 のことを 思 っ て 心 配してくれて

色々な手続きや細かいことがあったときも病

気になったときも「なんかあったら連絡して

ね ！ 」と言ってくれて本 当 にありがたいで 7
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初めての一人暮らしだったので色々なと こ ろで成長できたと思います。 自分

で掃除や整理や料理な どをしなければなりませんので、 少しずつ新しい能力や

方法を習いました。 そして、 自分の国ではないので、 沖縄での生活の問 題につ

いては親戚や友達に聞いてみて色々教えてくれました。 大切な人々がいるから

色々な こ とをだんだんできるようになれたと思います。
一年間一人暮らしでしたのに、 親戚と友達

のおかげで一人でいる こ とというのは全く感

じませんでした。 沖縄に住んでいる間に親戚

と会う機会が少なかったと思いますが 、 色々

な イ ベントや場所へ連れて行ってくれたりし

て、 会 えたときに私に対して必ず笑顔で優し

くしてくれたので、 初めて会っていても、 何年間後に会っていても、 普通に皆

といつも会っているように感じました。 そして、 近くに住んでいる留学生と一

緒に勉強したり 、 料理を作ったり、 遊びに行ったり、 誕生日パ ー テ ィ ーをし

たりして、 新しい家族ができました。

世界中の ウ チナ ーンチ ュ と交流 ・ アイ デンテイ ティ

夏休みのとき ご ろ から色々な国の市町村の研修生が どん どん沖縄に来て、 た

くさんの新しい出 会いがありました。 ほとん どは 3 ヶ月くらい沖縄で日本語、

文 化 、 そして芸術を学びます。 それぞれの国へ帰ってから様々な イ ベントでは

学んだ こ とを紹介したりパー フ ォ マンスをしたりします。 私たちも帰ってから

色々なイ ベントで元研修生と一 緒に参加しますので 、 沖縄で 出 会 えてとても良
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かったです。 自 国を構わずにこの繋がりをできたからこそ、 将来に私たちに対

する大切な文化と歴史を守るために、 みんなと協 力 して頑張っていきたいとお

もいます。

ペルーで、 もち ろん私の家族が沖縄から移 民しまし

たので周りと比べたら「確かに日系人ですねー 」 と思

って、 ペルー人や沖縄人や日本人な どというアイ デン

テ イ テ ィ についてあまり考えませんでした。 しかし、

沖縄に来てから、 自 己紹介したときに「ペルーから来

ました」 と言ったら皆がびっくりしました。 見た目で

日本人に似ていますのでよく説明していましたが、 こ

の研修のおかげでウチナーンチュという気持ちが強く

なりました。 それで、 そのうち「ペ ルー日系ウチナーンチュの 4 世です」 とい

う 自 己紹介になりました。 この持っている三つの文化や習慣については少し知

っているので色々な国の人と交流ができるようになりました。 そして、 去年の

1 0 月にとても 特 別 な イ ベントに行って「世界若者ウチナ ーンチュ大会」 と

「世界ウチナーンチュ大会 」 に参加しました。 1 0 月に世界 中 のウチナ ーン

ュにペルーの文化を紹介することができて、 他の国のことも習うことができて、

皆と一 緒にウチナ ーンチュという気持ちが強くなりました。

「ニフ ェ ー デー ビル」

沖縄県の皆さん 、 財 団の皆さん、 沖縄国 際大学の先生方と国 際交流サークル

の皆、 ペルー沖縄県人会 、 そして大切な家族 ・ 親戚・友達、 一年間大変お世話

になりました。 皆様のおか げでこの研修はとても 良かったです。 心から感謝

しています。
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「故郷」というのはついに 意味を理解できました。 私 に対して「おかえり」

と言ってくれて、 そして色々な方々から愛されて心から感謝しています 。 来

日前、 一年間留学す る のは長いと思っていましたが、 大変早く過ごし気づいた

らそ ろそ ろ 終わります。 帰国す るのは悲しいですが、 選 ばれてくれたのはとて

もラッキ＿で嬉しくて、 こんな経験を忘れられません。

それでは、 行って来ます ！
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安 里 直也 （ボリ ビア）

沖縄国 際大学 窪 オリオン ビール（株）名 護工場

私は 2 0 0 1 年に初めて沖縄を訪れましたが、 「沖縄」 に対しての特別な想い

な どはなく、 ただただ観光地を巡ったという思い出にすぎませんでした。 あれ

から 1 6 年、 沖縄にルー ツを持っていることに気づき、 海外に住むウチ

チュとしてのア イ デンテ イ テ ィ ーを誇りに想うようになり、 ボリ ビアで様々な

文化継承活動を行ってきました。

大学を卒業し大人になってからは文化継承活動だけではなく新たな一歩とし

て大学で学んだ知識を活かし 、 仕事や ビジネスを通してボリ ビアのウチナ 一社

会の発展に繋 げたいと思っていました。 ルー ツで憧れの沖縄で実際に濃い沖縄

の文化を感じたい は 学びたい、 そして大学で学んだ知 識や技術のスキルを上 げ

たいと思い留学することを決心しました。

初めて沖縄を訪れた時とは景色も気持ちもまったく違い 「沖縄」 を欲してい

る 自分にとって、 全てが新鮮で毎日が充実しておりあっという間に過ぎていき

ました。 また、 沢 山の イ ベントにも参加することができ 、 一年間全てを綴 ろう

とするのであれば聖書並に長くなりかねないくらいの一年間でした。
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沖 縄 国 際大学

半年間 は 沖 縄国 際大学で 日 本に つ い て そ し て 日 本語の勉強 を行 い ま し た 。

語 に 関 し て は何一 つ 不 自 由 の な い も の だ と 思 っ て い ま し た が、 1 0 年 く ら い 日

本語の勉強 を し て い な か っ た 自 分 に と っ て 漠字 と 言 う 山 が立 ち は だ か り 自 分 の

日 本語 力 の現在地 を 知 る こ と に な り つつ 、 日 本の 大学で勉強す る と い う こ と 自

体初 め て の経験だ っ た の で 、 校内 の雰囲気 ・ 授業の仕方 な ど も 学び に な り ま し

た 。

ま た 、 日 本事情 （宗教 ・ 食 ・ ポ ッ プ カ ルチ ャ

ー） な ど も 学んだ こ と で海外育 ち の 自 分 に と っ

て 日 本 と い う 国 を理解す る に あ た っ て と て も

わか り や す い説明 を受 け 、 一 年間 生 活 し て い く

た め に 必要不可欠な勉強で し た 。

そ れ と 同 時 に と い う 課 目 も 勉強 し 、

海外 に い て は学べな い 、 ま た は学ぶ機会がな い

沖 縄 県の地理、 年 間 を 通 し て の伝統行事 と その 意味、 伝統芸能の種類や琉球 時

代 の 歴史 の勉強 を し ま し た 。 ボ リ ビ ア に い る と 沖縄 が南 ・ 中 鵞 北部 に 分 か れ て

い る こ と も 知 り ま せ ん で し た し 、 聞 いた こ と は あ っ て も 実際 に は ど う い う 意味
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な の か分 か ら な い よ う な 伝統行事

に つ い て 学ぶ こ と が で き た の で 、

沖 縄 を 好 き に な る ・ 理解す る こ

に お い て 、 そ し て 沖 縄の 血が流れ

て い る 自 分が知 っ て お く べ き こ と

で し た 。



リオ ン ビール僻名 護工場

1 0 月からは今回の留学で一 番 楽しみにして

おり、 一 番の目的でもあったオリオン ビ ール（株

名 護工場での技術研修をさせていただきました。

私は I E （ イ ンダストリアル ・ エンジニアリン

グ） を勉強したので生産資源の改善に関する総

合的工学技術のスキルを上 げたいと思っていま

した。

実際に現場に入り ビ ール製造の工程やそれに伴う安全衛生とその改善に関す

る知識と技術を学びました。 総務課から始まり、 品 質保証管理部 、 製造部の醸

造課、 パッケージング課、 エンジニアリング課 、 最後は営業まで 、 様々な部で

色々なことを勉強しました。

最初の総務課では工 場の安全衛生と職場環境整備の活動を行いました。 作

場を回り適切な環境にあるか騒音 ・ 温度 ・ 照 明を測 定し管理する作業や廃棄物

の処理の仕方な どを学びました。
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品質管理保証部 で は、 ビ ールの 化学分析や原料の分析、 微生物の検査方法や

手順、 ビール の試醸 も 勉強 し 、 日 本 の 食 品 会 社 の製 品 に 対す る 安全や衛生面が

す ご く 細か く 行われて お り 、 ま だ ま だ大雑把な と こ ろ があ る ボ リ ビ ア が見習 う

べ き と こ ろ だ な と 思 い ま し た 。

製造部で は醸造講座 を 受 け、 現場で は ビー ルがで き る ま で の 工 程 に沿 つ て 研

修 し 、 現場で は設備の説明や確認作 業 な ど を 行 い ま し た 。 ま た 、 パ ッ ケー ジ ン

グ課で は安全教育 も 受 け作 業 を す る 際 に 気 を つ け る べ き 事 を 学び ま し た 。 安全

対策が あ ま り 徹底 さ れ て い な い ボ リ ビ ア で育 っ た 自 分か ら す る と 、 小 さ く 気 に

な ら な い よ う な こ と も まず安全 を 気 に す る 感覚が鍛 え ら れ同 時 に 作業場に潜ん

で い る 様 々 な危険 を 把握す る 力 も つ き ま し た 。

同 じ く エ ン ジ ニ ア リ ン グ課 で の 研修は工場 に は欠 かせ な い動 力 の 設備の説明

や管理の方法 を 学 び 、 製造に必要 な エ ネ ルギー の 管理 や エ ネルギー を いか に効

率 よ く 使 う か な ど を学びま し た 。 ビ ール の 製造工程 を勉強で き た こ と は も ち ろ

ん の こ と 非常 に 勉強 に な り ま し た が、 そ れ 以上 に作業の効率 を 向 上 さ せ る た め

の 対策、 取 り 組みや活動が と て も 参考 に な り 、 ビ ール会社 だ け に と ど ま ら ず ど

の 国 の会社 に お い て で き 、 生産業の改善 に 活用 で き る も の で し た 。
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ボリ ビ アのウチナ ーンチュが経営している会社でもまだまだこういった面で

の取り組みは行われていませんが、 いかにこれが効率を上 げるかという こ とを

風土や人柄を理解し人 塁 設備 ・ エ ネルギーな どの効率化に繋 げることができる

と思いました。

私はとても縁があり 、 オリオン ビ ール（樹の代表取締役社長の嘉手苅義男様が

ボリ ビ アを二回も訪問したことがあり、 その当時に 自分の祖 父に会った こ とが

ありお世話になったとのことでした。 お陰様で快く研修を受け入れて下さり、

会社の皆様には大変お世話になり、 自分のこれからの人生において必要であ ろ

う事をたくさん気にかけていただき教えていただきました。

ウ チ ナー ンチュ 大会

研修とは別に、 留学期間中に第 6 回ウチナ ーンチュ大会が開催され、 5 年に

一度の大会に参加することもできました。 映像でしか見たことがなかったウチ

ユ 大去ですが、 パ レード、 開 会 式 、 閉 会 式な どに参加し 、 世界中のウ

チナ ーンチュが沖縄に帰っ

ナ ーンチュ子弟、 ウチ

て出 会いと再会を目の当たりにし、

ュであることのすごさを実感しまし 1 一 O

チ
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同 じ タ イミングで世界若者ウ チナーンチュ 大 会 にも参加 し 、 第 1 回 若者 大 会

か ら 参 加 していた自分にとって、 出 会 った仲間たちと故郷沖縄で再会できた

はす ご く 意味のある ことであったと 同 時 に 、 自分たちの世代が これか ら それぞ

れ住んでいる国のウチナー社会を担って行 く ん だとい う 気持ち になれた大 会で

した。

それぞれ違 う国に住んでいて、 それぞれのウチナー 社会が抱える 問 題や課題

、 同世代の若者と繋がれた事で共有する ことができ 、 ど のよ う な活動を行っ

ているのかを知って、 伝えて、

う 大 会にな り ま した。

にする ことがで き 、 お互いが刺激を受 け合

生まれも育ちも沖縄では ない海外のウチナーンチュ か ら すると、 「沖縄」 は夢

のよ う な世界で 、 そ んなと ころに一年 間も留学で来る ことができたのは 自分の

人生において忘れ ら れない、 そ して今後の活動 に繋がる貴重な時間とな り ま し

た。 この留学生活の毎 日 毎 日 が学びとな り 、 帰国後 は この経験を同 世 代 に伝え

ていきたいと思います。

全てが学びと吸収の一年 間、 沖縄で学んだ新 し い考え方 、 沖縄で高め育ん だ

沖縄を想 う 気持ちで、 ボリビアのウチナー社会の発展と沖縄との交流に精一 杯

務める ことで、 沖縄でお世話 になった数え切れない人たちへの恩返 し に したい

と思い ゜
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（ ボ リ ビ ア ）

沖縄国際大学 ・

私は、 ボ リ ビ ア 出 身の沖縄県系 3 世です。

コ ロ ニ ア オキナ ワ 移住地 と い う 場所 で 生 ま れ育 ち ま し た 。 祖父 母が戦後移民 し

て 築 き 上 げた移住地 で は 、 日 本語や方言が 日 常生活で飛び交 い 、 食事の時は も ち

ろ ん 沖縄料理、 家 に は仏壇があ り 、 祭 り の 日 に は三線 と エ

こ え て き ま す 。 そ ん な環境で育 っ た 私 は 、 自 分の ア イ テ イ テ ィ ーに つ いて 深

く 考 え る こ と は あ り ま せ ん で し た 。 なぜな ら 、 それが私 に と っ て の 「沖縄」 だ っ

たか ら です。

し か し 、 そ れ を 変 え た き っ か け と な っ た の が、 2 0 1 5 年 フ ィ リ ピ ン で 開催 さ

れた第 4 回世界若者ウチナー ン チ ュ 大会 に参加 し た 事 で し た 。 自 分は ウ

チ ュ だ と い う 強 い意識 を 持 っ て い た はずな の に 、 私 と 同年代の沖縄出 身者、 ま た

は世界各 国 の 沖縄 県 系 人 と 関わ る こ と で 、 自 分の 知 ら な い 「沖縄」 が ま だ ま だ あ

る こ と に気づ い た の です。

帰国後、 祖父母の故郷で あ る 沖縄 に つ い て も っ と 知 り た い 、 行 っ て み た い 、 そ

し て 何 を 感 じ 、 ど んな発見が あ る のか 自 分 の 目 で確かめ た い と い う 強 い思 いが芽

生 え て き ま し た 。

そ し て 、 県費留学生 と し て 沖縄に到着 し た 日 、 大 き な夢 が叶 っ た瞬間 で し た 。

も 、 私 に と っ て それ は ゴールで は な く 、 新 し い挑戦が始 ま る 時 で も あ り ま し た 。

い た 日 か ら カ ウ ン ト ダ ウ ン は始ま っ て い て 、 限 ら れた 時 間 で どれだ け沢 山 の事

を学べ る か 、 自 分 に し か で き な い こ と は何 か を考 え な が ら の留学生活が始 ま り

し た 。
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内容

0 前期 ： 沖縄国際大 学で外国人科 目等履修生と し て勉強す る

o 後期 ： 金 秀グルー プの金 秀商事株式会社で企業研修 を す

前期 ( 4 月 ～ 8 月 ）

沖縄に 着 い て 二 日 目 か ら 大 学生活が始ま り ま し

た 。 私 は沖縄事情、 日 本事情と い う 授業 を海外か

ら 来た 留学生達と 一緒 に 受 け ま し た 。 そ の こ と で

沖縄に つ いて学ぷだ け で な く 、 ネパール、 中 国 、

ベ ト ナム な ど 、 他 にも色 々 な 国 や文化に つ いて勉

強す る ことができま し た 。 留学生たちはアルバイ

ト を し な が ら も 、 必死に 日 本語 を学ん で い ま し た 。

そ の 積極的 な 姿勢 を 見 て 衝撃 を 受 けたと同時 に 、

私も頑張 ら な いと ！ と 勇 気づ け ら れた こ と を 覚えて います。

ま た 、 必修の授業以外にも聴講生と し て沖縄の歴史 、 地理、 文学に つ いて 学び

し た 。 先生方の講義に参加す る こ とで 、 テレビ を 見 た り 、 話 を 聞 いた り す る だ

け で は分か ら なか っ た沖縄を 知 る こ とができま し た 。

そ し て ボリビアの大 学に は な い部活動 にも参 加 す る こ とができま し た 。 や は り 、

沖縄の 大 学の バレー はレベルが高 く 、 ハー ド な練習 に 着 い て い く の に 必死で し た

が、 大 学で 出 会 っ た 新 し い友達とボール を 追 い か け て い る 時間 はと ても楽 し か っ

た で す 。

そ の他 にも体育祭や大 学祭 な ど、 ボリ

ビアで は で き な い貴重 な 体験 を満喫す る

こ とができま し た 。 留学生と し て 大 学に

は通 っ て い ま し た が 、 地元の学生達 と 変

わ り な い大 学生活 を 送 る 事ができ た の は 、
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こ う した課外活動等で出会った友達のお陰です。

沖縄国 際大学で過ごした、 最高に楽しかった 4 ヵ 月間はあっとい う 間に過ぎて

行きました。

後期 ( 1 0月～ 2 月）

夏休みが終わ り 、 1 0 月からは企業研修が始 ま り ました。 私はアルバイ トをし

た経験もなく、 社会に足を踏み入れることは初めての経験だったので、 とても緊

張していたことを覚えています。 私はボリ ビアの大学で経営学を専攻しています。

金秀グルー プは建築、 鉄工場、 リ ゾー トホ テルや ゴル フ 場な ど、 様々な分野を

経営している大きな企業なので、 とても興味があ り ました。

私は、 金秀商事株式会社で食品加工と物流について研修をさせて頂くことにな

り 、 スーパー、 豆腐工場、 サポー トセンタ ーの 3 か所を 5 ヵ 月の間転々と回 り ま

した。

1 )  ( 1  0月～ 1 2月）

レジ、 フ ロ ア、 総菜、 青果、 鮮魚、 精 肉、 ベ ーカリーな ど、 色々な部署を回 り

ました。 中でも一 番難しかったのが レジです。 レジはスー パーの顔であ り 、 お客

様と直接触れ合う ことができるお仕事なので、 接客を一番大事にしなけれ ばな り

ません。 ボリ ビアでは声を出して「いらっし ゃいませ」、 「 ま たお越しください

ませ」、 な ど、 声を高く上 げて接客をすることがないた め、 慣れるのにとても時

間がかか り ましたが、 そのお陰で日本ならではのおもてなし精神や、 働いていく

中で一番大切なマナーを身につけることができました。
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豆腐工場 ( 1 月 ）

沖縄の 島豆腐の歴史や豆腐の作 り 方 を 習 い ま し た 。 金 秀では 島豆腐、 ゆ し 豆

腐、 揚 げ豆腐 な ど 、 様 々 な種類の豆腐 を 作 っ て い ま す 。 夏 と 冬場では 豆腐 を

作 る た め の原料も異な り 、 季節によ っ て 豆腐 の 生産量も違 う こ と を 初 め て 知 り

サポー ト センタ ー ( 2 月 ）

店舗の経営 を ど の よ う に行 っ て い る の か を 見 るこ と ができ ま し た 。 県 内 の約 6

0 店舗の運営 、 4 千人もの従業 員 の 動 き な ど 、 プ ログラム を 使 っ て 管理 し て い ま

し た 。 ま た 、 研修が終わ る 前 には店舗巡 り を し ま し た 。 セルフレ ジ を 取 り 入れた

ス ーパ ー 、 お 土産コーナーやイ ー トイ ンコーナー が あ る ス ーパ ー 、 コンビニ に似

たファ ス ト ス ト アな ど 、 色 々 な 店舗 を 見学す る こ と ができま し た 。

5 ヵ 月 間 に渡 る 企業研修では 、 沖縄 の企業の在 り

方や動き方 、 ま た ボリビア と は少 し 違 っ た仕組み な

ども見 ら れて と て も勉強 に な り ま し た 。 右も左も分

か ら な か っ た 私 を 、 企 業 の 皆様 は研修生 と し てでは

な く 、 同 じ 仲 間 と し て接 し て 下 さ り ま し た 。

今でもす ご く 印 象 に残 っ て い る こ と は 、 研修先で

仲良 く な っ た お じ ち ゃ ん や 、 お ばち ゃ ん達 の 優 し さ

す 。 私の為 に お 弁 当 を 作 っ て く れた り 、 時に は送 り 迎えも し て く れた り 、 娘や
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孫の様に可愛がって く れたことは一生忘れません。 こんなに温かい人達に囲まれ

て仕事をすることができ、 私は幸せです。 心から感謝しています。

私は 大学に通ったり、 企業研修をしてい く 中で一つ気づいたことがありました。

それは、 本場沖縄では移民の歴史や、 世界各国にいるウチナ ーンチ ュのことが

あまり知られていないということです。 もっと世界中にいるウチナ ーンチ ュのこ

とを知ってほしいという思いが芽生えてきた私は、 「 自 分のやるべきこと し つ

かりこなしながら、 ボリ ビアやコ ロ ニア沖縄移住地のことを沢山 ヽ

ッ トワ ー クを広 げたい」という目標ができました。

その方法として、 大学ではゼ ミ や授業で プ レゼンテ ー シ ョ ンを行い、 また、 出

前授業を通して小学校へ出向 く な ど移民の歴史や コ ロ ニアオ キナ ワについてお話

ししました。

人前で話すことが苦手で、 自分から進んで何かを伝えるということは初めての

経験でしたが、 「伝えたい」という気持ちの方が大きかったので、 自 分から一歩

踏み出し、 心を開 く 努 力をしました。 そのお陰で沢山の人が興味を持って く れて、

また皆も沖縄について色々教えて下さいました。 この活動を通して、 私 自 身のよ

り大きな学びに変えることができたと思います。

第 6 回世界のウチナー ンチュ大会

とてもラッキーなことに、 今回

の県費留学とかぶっていた最大イ

ベント、 2 0 1 6 年 1 0月に開催

された第 6 回世界のウチナーンチ

ュ大会に参加することができまし

た。 大切な家族や友達と、 祖父母

の故郷である沖縄で再会した時は、
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は言 い表せ な い感動 を 味わ い ま し た 。 移民か ら 何十 年 、 何百年経 っ た 今も

沖 縄 を 愛 し 続 け 、 文化や歴史 を 守 っ て き た 祖父 母や移民者達、 ま た 、 そ れ を 受 け

継 いで き た方 々 への感謝の気持ちが溢れ出 て き ま し た 。

「 い ざ行かん、 吾等の 家 は五大 洲」

移民 の 父 と 呼ばれる嘗 山 久 三 の 、 こ の 言 葉 の 意 味 を 強 く 感 じ た 瞬間で し た 。

ま た それ だ け で な く 、 私 と 同 じ 日 系人 の方 々 が沖 縄や世界各国で 活躍 し て いる

も間近 で 見る こ と がで き 、 大 き な刺激 と 勇 気 をも ら い ま し た 。 世界の ウ チナー

ンチ ュ 大 会 に参加 し た こ と で 、 私も沖縄 と 世界の ウ チナーンチュ の 架 け橋 と な り 、

今後も活動 し て 行き た い と 決心 し ま し た 。

挑戦 日 出会 い ・ 感謝

い よ う で短か っ た 1 年 を 振 り 返 っ て みる と 、 着 い た 日 か ら 、 帰る 日 ま で 、 毎

日 が挑戦で し た 。 挑戦する こ と で 、 沢 山 の 出会 い と 再会があ り ま し た 。

「 ま た い つ でも、 沖縄に戻っ ておいで 」

そ れ は 出 会 っ た皆がお別 れ を する と き に必ず言 っ て く れ た 言 葉 で す 。 私 は そ の

言葉 を 耳 にする度 、 他の場所 に は な い暖かさ 、 “ いち ゃ り ばち ょ ー で一 ” を 感 じ

し た 。 今後も 「おかえ り 」 、 「 た だ い ま 」 と 言 い合える こ の 関 係 を 大 切 に し て

い き た いです。

祖父母の故郷で ある沖縄で過 ご し て感 じ た こ と 。 それは、

私 に は居場所がある、 ‘‘帰る場所” が ある と い う こ と です 。

大 学 や研修先 で 出会 っ た 方 々 、 親戚の 方 々 、 元 ボリ ビア派遣教師の先生方 、 世

界若者 ウ チナーンチュ

学は成 り立っ て い ま し た 。

のメンバー な ど 、 沢 山 の 人 に支え ら れ て 私 の 沖 縄留
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これか らは、 この県費留学を通して学んだこと、 特に繋がりの大切さ、 次世代

へ繋 ぐことの大切さを、 より多 く の人達に伝えて行 く ことが私の役割だと思って

います。

生まれ育った場所は南米ボリ ビアでも、 ウチナ ーンチュのゆいまーる精神や肝

心を受け継いで、 コ ロ ニアの発展に繋がる活動をし、 今度は私が、 ボリ ビアに皆

の居場所を作ります。

それが、 私が沖縄の皆へできる精一杯の恩返しだと思います。

「もう一つのオ キナ ワ ヘようこそ ！ 」と笑顔で迎え られる日を夢見て。
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「沖縄、 にふ ぇ ー で一 び る 」

屋良 良子 （ボリ ビア）

琉球大学

「イ チャリバチ ョ ー デー」。 このウチナ ーことわ ざ （格言） の意味が沖縄に来

て初めてわかりました。 沖縄に留学できることがわかったとき 、 大変うれしかっ

たです。 私はボリ ビアの日系人です。 父は子供の頃の沖縄の思い出を私に教えて

くれたので、 私は知らない沖縄の事が 自然と好きになって育ってきました。 しか

し、 初めて沖縄に来るときは、 少しこわかったです。 日本語もうまく話せなくて、

沖縄の事もあまり知らなくて、 沖縄で友達や知っている人もいなくて、 不安な気

持ちでいました。 しかし、 沖縄に着いてからは、 その気持ちが どん どんなくなり

ました。 初めて会った親戚の人たち、 沖縄県国際交流・人材育成財団の皆様、 沖

縄県庁の皆様、 WYUA のメンバーの方々、 アイ デンテ イ テ ィ 研修のスタ ッフの方々、

琉球大学の先生と友人たち、 ウチナ ーンチュの皆さんと友達の親切のおかげで、

だんだんと安心できるようになりました。

私が沖縄に来た目的にはい ろい ろありました。 父の故郷を知りたかったこと、

日本語を学んで話せるようになること、 沖縄の文化 、 歴史 、 生活を学びたいこと、

な どです。 時々、 この目的を振り返って「日本語難しい、 無理、 良子にはできな

いさー」と考えたりしましたが、 「でも、 難しいからこそ 、 もっとがんば ろうよ」

と、 自分からまたす ぐ答えが返ってきたりしながら、 頑張ってきました。

一年間の留学の間にい ろい ろな経験や体験ができました。
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琉球大学で 日 本語の勉強 を し ま し た。 必修の授業

は 日 本語の聴解、 読解、 作文の授業 で し た 。 それ以

外にも 自 由 に 、 興味がある授業も受 け られま し た 。

ある授業で は、 日 本の現状の ニ ュ ース を聞 いた り 、

読んだ り 、 ク ラス メ ー ト と 一緒に議論 を し て 日 本と

日 本語の勉強 を し ま し た 。 ビジネ ス 日 本語の授業も

受 け て 、 敬語の勉強 を し ま し た 。 ス ペイ ン語 で は敬

語がない の で 、 敬語の こ と を 知 っ た と き は と て

ま し た。 他 に は 「沖縄事情」 と い う 授業も受 け

し た 。 こ の授業で沖縄の歴史や文化を学ぶ こ と がで

きま し た 。 琉球王 国 か ら 沖縄県へ どの よ う に変わ っ

て い っ た のか と い う 歴史 を 中 心 に 、 沖 縄戦や沖縄の文化

本を 読んだ り し ても歴史や文化の勉強 は できま すが、 実際に 見学や体験も し なが

ら 沖縄の こ と を 学ぶ こ と は と ても貴重な経験で し た 。 沖 縄戦 に つ い て の授業や見

学で 、 そ の 当 時の 人 々 の苦 し さ を知 っ た と き、 心が震えま し た 。

沖 縄 戦 に つ い て 、 糸数アブチラ ガ マ と 平 和 祈念公

園 に 見学に行きま し た 。 アブチラガマ に 入 っ た と し 、

涙が こ ぼれま し た 。 こ んなに 暗 く て 、 つ ら い場所、

人が住める よ う な場所で は ない と こ ろ で 、 何週間も

沖 縄 県 民 が命 を守る た め に い 続 け なければな ら なか

っ た と い う こ と は 、 大 変悲 し い こ と で し た 。 他 に ぃ

生け花、 ぶ く ぶ く 茶 、 琴 の 演奏など の 体験もで

し た 。
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琉球大 学の 三線サー ク ルに参加 し た と き 、 沖縄で 初 め て 三線を触 る こ と がで

し た 。 半年間、 毎週木曜 日 に 三線サー ク ルに 通 っ て 、 楽 し い時間を過 ご し なが

ら 、 基本的 な 三線の弾 き 方を学び ま し た 。 琉球大 学の 「 留 学生ま つ り 」 で は 、 そ

の サー ク ルの 友 人 た ち と 一 緒 に 、 を し ま し た 。 ど き ど き し ま し た が 、 う ま く

で き ま し た 。 と てもいい思い出 で す 。

「 ウチナーンチュ 子弟等留学生受入事業」 の 中 でも、 さ ま ざま な プ ロ グラム に

参加 し ま し た 。

ず一 つ 目 は 「アイ デンテ イ テ ィ 研修」 で し た 。 アイ デンテ イ テ ィ 研修で は 、

こ の よ う な質問がで ま し た 。

「 あ な た は何人ですか ？ 」

私 は ウ チナーンチュ か な ？ ボリビア人 な の か な ？ 日 系 人 か な ？ 本 当 に答え に 迷

い ま し た 。 し か し 、 沖縄の生活 と ボリビアの生活 、 両親のルー ツも振 り 返 っ て み

て 、 分か り ま し た 。 私は 「 ボリビアの ウチナーンチュ 日 系人」 で す 。

6 月 2 3 日 、 沖縄県 で は慰霊 の 日 が あ り ま す 。 そ の 日 に は 、 ウ チナーンナ ユ

弟等留学生の プ ロ グラム で 平和祈念公 園 に行 き ま し た 。 平和祈念資料館 で 沖縄戦
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の歴史資料を見て、 本当 に戦争の痛みの感覚がわかりました。 沖縄の大学生の意

見も聞くことができました。 彼らは沖縄戦が起きたのはアメリカのせいだけじ ゃ

ないと思っているようです。 そして、 平和や戦争 について、 い ろい ろな話が出ま

した。

平和は 自分か ら始まるものです。

平 和とい う ものは、 「何も問題が起 こ らない生活」 なのではな く ぃ

問 題あれば、 その問題を良い方向 に 向けて解決してい く 努力 」 と とお

もいます。

そして、 このような議論の中で、 沖縄の言葉、 「命 ど う を覚 した。

私は、 ボリ ビアをはじめ 、 海外の日系の人と日系ではない人にも、 沖縄戦と

の戦争の結果が どのように 悲しいものであるか、 私が知っているかぎりのことを

伝えていきたいです。 私が平 和の意味や重要性がわかったよう に 、 みんな にも分

かってもらえるように考え、 努 力し、 行動していきたいです。

9 月 には伊江島 に行きました。 民泊をしながら伊江島の事情や経済活動を学び

ました。 沖縄の人達は沖縄の現状をよりよくするため に 、 毎日一生懸命働いて頑

張っています。

-7 1 -

第 4 4 回 友愛 キ ャ ン プ に 参加し

ました。 とても良い体験 になりま

した。 兵庫と沖縄がなぜつながり

が強いのか 、 わかりました。 沖縄

戦争の頃から強い絆があります。

島 田 叡知事についても学びました。

の 友 愛 キ ャ は 、 9 月 に沖



県 で 行 な われま し た 。 首里城公園 、 平和祈念公園 、 アブチラガマ を 見学 し て

史の勉強 を し ま し た 。

冬 の 友 愛キ ャ ン プ は 2 月 に兵庫 県 で

行われま し た 。 県立兵庫高等学校、 コ

ウ ノ ト リの 郷公園 、 フ ラ ワ ーセ ン タ ー

友 愛 な ど を 見学 し ま し た 。 生まれて か

ら 私の始めて の雪 で し た。

1 0 月 には沖縄県で 2 つ の大 き な大 会が行われ

ま し た 。 「 第 5 回 若 者 ウ チナー ン チ ュ 大 会 」 と

「 第 6 回世界の ウ チナー ンチュ 大 会」 で す 。 両方

に参加 で き て 、 嬉 し かっ た で す 。

若者 ウ チナー ンチュ 大 会 で沖縄の ウ チナー ンチ

ュ と 海外 ウ チナー ンチ ュ が仲良 く 3 日 間楽 し み な

が ら 過 ご し ま し た。 世界の ウチナー ンチュ 大 会 は

国際通 り でパレー ド を 行 い ま し た。 1 4 ヶ国か ら

人 々 が こ の大 き な イ ベ ン ト に参加 し 、 パレー ドの

日 、 私 は泣 く ほ ど嬉 し か っ た で す 。 沖縄県 民 が国

際通 り の歩道に並ん で 、 手 を振 り な が ら 、 握手 を し な が ら 知 ら な い海外の ウ チ
ー ンチュ に 「 おかえ り 」 「メン ソ ーレ」 と 歓迎 し て く れて 、 と ても幸せ な こ と だ と

感 じ ま し た 。 や は り ウ チナー ンチュ と 言えば、 心優 し く て 、 暖かい人たちだ と 思

い ま し ， ＿ 。

パレー ド で は 、 同 じ国出 身 の ウ チナー ンチュ たちが一 緒に 3 時間 ほ ど 、 国際通
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りを歩きながら、 生まれた国の曲や踊りを披露しました。

大会の最後は 「グランドフ ィ ナ ー レ」で幕を閉 じました。 BEG I N と D I AMANTES

な どのウチナーンチュのバンド、 歌手の コ ンサー トを楽しみました。

1 1 月、 J I CA 祭りに参加しまし

た。 6 0 年以上前の沖縄からボリ ビ

アヘの移民の歴史を発表しました。

ウチナーンチュ子弟等留学生のみん

なで発表をしました。 移民の歴史を

知っている人が多いの ました。

1 2 月には、

ク 大合宿に参加しました。 2 日間、

中学生、 高校生、 大学生、 研修生な どい ろい ろな方と交流事業ができました。 「世

界のウチナ ーンチュの日」の講演を聞いて、 グルー プデ ィ スカッシ ョ ンを行いま

した。

今後についてですが、 もしボリ ビアで J I CA 祭りのようなイ ベントがあれば、 是

非参加したいと思います。 ボリ ビアの人たちに沖縄やウチナ ーンチュの移民のこ

とを知らせたいと思います。 そして、 第 6 回若者ウチナ ーンチュ大会と第 7 回世

界のウチナ ーンチュ大会に参加する予 定です。 沖縄とボリ ビアの架け橋となり、

さらに強いネットワ ー ク を作れるように、 貢献したいです。

1 年間、 大変お世話になりました。

「沖縄、 にふ え ーで一びる」
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移民文化 を終始す る 沖縄での学生生活 を振 り 返 る

い よ い よ 一年 が終わります 。 時間が あっと

い う間に 過 ぎた こ と を 県 費留学生の皆 は 共

感して いるはず で す 。 自分の故郷への帰りた

い気持ちを持って いる一 方 、 沖縄に 対する懐

かしい 気持ちも いっぱい 持って い ま す 。 振り

返ると 、 離れた く ないなと思 う ほ どで す 。

立南（中国）

琉球大 学

私 は仕事の GAP YEAR として 、 沖縄に来 た 最初 、 沖縄の移民たちと一 緒 に 過 ご

す 一年 だと分からなかった で す 。 初 回 の 皆との集 まりはまるで昨 日 のよ う で す 。

そ の 日 の前 日 に 同 じ 琉大 で勉強して いる良子は私の部屋に 挨拶 に 来 て 、 一 緒 に

り に 行 く と約束しました 。 そ の時から、

初 め て ボリビアと い う国の 日 本語の発音

えられました 。 皆と集合後、 ブラジル、 ペ

ルー 、 アルゼンチン、 アメ リカ、 台湾から来

た 人も いると初め てわかりました 。 県費とは

ど の よ う な団体 だろ う か戸 惑っ て い ま した 。 来る前 に想像して い た 身の回りは

日 本人か外国人 留学生で ある こ とと全 く 違っ て 、 日 系人と い う 人 たち は 私 にと

って こ の一年 の留学生活の中 で 一番付き合い の多 い こ とを意識し始め ました 。

琉球大 学で専門の観光産業経営の授 業以 外 に沖縄事情と い う 共 通教育科 目 も
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取っています。 その授業で沖縄に関する地理、 天候、 歴史、 文 化 、 な ど

の方面を勉強することができました。 その中 に移 民の歴史も含まれています。

すると、 中 国語でくくA人日籍移民看沖縄侍銃文化的侍承ー一ー肘同是介浪漫派的画家，

氾杞中留下的都是拝之不去的情結＞〉 （移民から沖縄伝統文化の伝承を見る一時

間は ロ マン派の画 家。 記憶に残っているのは立ち去ることのできない思い出ば

かり） という文章を書き、 SNS で発表しました。 中 国人の移民に対して華僑、

人という呼び方があり、 彼らの多くは金持ちで、 故郷へいっぱいお金を寄付し

て貢献した人々で、 非常に尊敬されています。 中 国の伝統的な文化を保ちなが

ら海外で活躍していると思われています。 華僑、 華人と日系人の境遇が似てい

るでし ょ うか。 私はウチナ ーングチを少しし ゃ べったり、 三線を弾いたり、

唄を歌ったり、 琉球舞踊を踊ったりしている日系人の姿が本 当に素 晴らしいと

感じ、 感動しました。 そこで、 私も 「移民の日」に参加し 、 初めて 「 島人の宝」

という島唄を学びました。 また、 「歌の日」の コ ンサー トも聞きに行きました。

美しいメ ロ デ ィ の溢れる島唄にいっぱい触れ合ったし、 大好きな小野リサと思

わず近距離で会えて嬉しいかぎりでした。

こういったような 自発的な活動以外に琉球大学の野入先生の指導でア イ デン

テ イ テ ィ 研修も数回行いました。 これを通して、 移 民という身分の特別さを更

に感じました。 日本人より外国人っぽい、 外国人より日本人っぽいといったよ

うなきまずい立場であることに悩んでいる人が 多いようです。 中 国では欧米へ

移 民した人の二 世から 「 バナナ人」と形容する言葉があります。 見た目は黄色
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肌ですが、 中 身 は欧米文化の こ とを言 い ま す 。 私 は移民ではないのに、 故 郷

ら離れて 十数年 が経ち、 帰りたいですが 、 も う 帰れな い 気持ちも持っ て い ま

す 。 こ れは どんなに苦 し い こ とか 自分 だ け がわかりま す 。 む し ろ ま ったく 違 う

文化の外国へ行った二世 、 三世、 四 世の人 は 自 分のアイ デンテ イ テ ィ に つ い て

若 い時 に どんなに悩んでいるか う かがい知る こ とができるので し ょ う か。

エイサーであれ、 平和学習であれ、 どの世 にい ても、 幸せな生活のためです。

幸せと い う のには個 人差がありま す が 、 健康な心と体を持ち、 安定な生活を送

るのが基本で し ょ う か。 人 は ど う や っ て故郷を離れ、 移民ま で至ったのかを

えれば、 そ のま まで行 く と 、 幸せな生活を過 ごせないと分かっ て やっと移民す

る決意 したはずです 。 移民後、 どのよ う な生活を送ってきたのか。 振り返れば、

自分がラ ッ キー だったのか、 後悔があったのかなどの疑問 が 出 て く るので し ょ

う か。 私も移民文化をふれあ いながら、 自 分 は どのよ う に こ の一 生を過 ごせ ば

い いのかを考え始めま した。

琉球大 学で専門 知識を学べるのはもち ろ ん私 にとって 重要ですが、 これ以上

もっと重要な こ とが あると思 い ま す 。 それは 県費のメ ンバーと留学生生活をサ

ポー ト し て いただ いた方 々 と知り合ったこ とです 。 別 れが近 づ い て き ま すが、

終わりは始 まりです。 皆さ んの人生の舞台での ご活躍を心 よ りお祈りいた し

す。 自分なりの人生を過 ご し て く ださ い 。
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ユ

（台湾）

桜大学大学院

は じめに

沖縄に留学することになるきっかけ、 自 分がまだ大学生だった時にテ ン ペ ー

トという日本のドラ マを観てから琉球という国やその地域の文 化に興味を持

つようになったからだと思います。 自分は台湾の大学で日本語を専攻していま

した。 そもそも日本の文 化や言語な どにすごく興味があって 令 テ ン ペ ー ス トを

して、 沖縄の文 化は日本本土の文化と非常に区別があることに した。

日本本土の文化と違って、 沖縄の文化はもっと中 国 文化に親しいと、し、 い 0- 7 

大学四年生の時 自分の学校の協定 校の名 桜大学に半年間の交 換留学生になれる

ャ ン スをもらって、 この機会をもって、 沖縄の 文化と日本語を勉強しようと

思い、 沖縄に参りました。 最初は沖縄の気候にびっくりしました。 何故ならば、

沖縄の気候は全く台 湾と一 緒で、 全然距離感を感じなくて、 まるでまだ台湾に

いるような気がしました。 ただ沖縄の海が台湾より綺麗だと思いました。 それ

に 自分が空港で迷っているとこ ろ を見たおばあさんが優しく声をかけました。

異国への不安はその一 瞬で全部解消されました。 沖縄に来る前に日本行ったこ

とは何回もあったが 、 日本の人に、 知らな い人にこんなに優しく扱われたのは

初めてでした。 そして、 舞台が名 桜大学に移りました。 初めて名 桜大学に、

いた時は正直いうと少しがっかりしました。 名 護の海がものすごく

ったが、 名 桜大学は山の上にあって、 あまり便利 じ ゃないことが困りまし 1 - 0

しかしながら、 学校が始まると次第に、 たくさんの日本人の友達がで

での生活も面 白くなりました。 しかも名 桜大学では、 琉球文 化やう
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や琉球の歴史 な ど 沖縄の伝統的 な文化が学べ る 授業 を た く さ んや っ て い る の

、 自 分 は非常 に興味を 持 っ て い る 分野 で 学 びた い こ と が学べ る なん て 、 こ れ

以上の喜び こ と は な い はずだ と 思 っ て いま す 。

半年の交換留学生 の 期 間 が あ っ と い う 間 に過 ぎ ま し た 。 沖 縄 に い る 時間 は本

当 に 足 り な い な と 思 っ て 、 そ の た め 、 向 こ う の 大 学 を 卒 業 し て か ら 名 桜大学の

大学院 に 入 る と い う 考え が生 じ ま し た 。 名 桜大学の教授に色 々 な 助 け を も ら い

な が ら 、 よ う や く 名 桜大学の研究生 に なれ ま し た 。

大学院での 生活

半年の研究 生 を 終 え て 、 や っ と 正 式 に 大学院院生に な り ま し た 。 自 分の指導

教 員 に 色 々 な助 け を 頂 き ま し た 。 そ れに ウ チナ ー ン チ ュ 子弟 等 留 学生 と い う プ

ロ グ ラ ム に 入 ら せ て いた だ い て 、 沖 縄 で の生活費や学費 を いた だ く こ と に な っ

て 、 心か ら 誠に 感謝 し て お り ま す 。 感謝 し なが ら、 自 分が大学院 で の 研究 が続

け る よ う に な り ま し た 。

分 は大学院で は 日 本人 の 中 国語学習者 の動機づ け に つ い て 勉強 し て い ま す 。

な ぜ こ の テ ーマ を 研究 し て い る の か 、 そ れ は 、 中 国人 が沖 縄 を訪問す る こ と が

多 く な り 、 日 本人 が 中 国語 を 学ぶ必要性が高 ま っ て い っ て 、 地理的 に 中 国 と 沖縄

は近 い こ と か ら 貿 易、 観光な ど を通 し て 双 方 間 の交 流 が盛ん に な っ て い る 。 こ う

い っ た 背景か ら 日 本人 の 中 国語習得意欲が高ま っ て い ま す 。 沖 縄 と 台湾 と 中 国

と の 架 け橋 に な る 為 に 、 沖 縄の 人 に 台湾 や 中 国 な どの言語 と 文化 を紹介す る 必

要 も あ る と 思 い ま す 。

プ ロ グ ラ ム と 大学院以外の 活動

沖 縄 県 は 私 た ち 県費留学生の た め に 色 々 な イ ト や文 化 る

行 を 行 っ て く だ さ い ま し た 。 それ以外、 自 分は 学校が休み時 も の ボ ラ
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ンテ ィ ア活動 に参加 し ていま し 、＿ 。

平 和教育研修

慰霊の 日 に糸満にある平和祈念 公園行ってきま した。

そ こ で戦争で亡 く なった人 々 を祈念するために黙祷 も し ま し た 。 そ の後 県 内

の大 学生と一緒 に沖縄戦の歴史を勉強 し ま した。

そ の沖縄戦の歴史を勉強 し ま した。 沖縄戦とい う のは太平洋戦争の中

酷 く て 、 そ のせいで亡 く なった人 数 も 多 いで す 。 こ の歴史を勉強する こ と

し 、 われわれ若者たちに戦争の残酷さ や平和の重要さ を理解さ せ て いただい、＿ 。

沖縄戦の歴史を 自分の国の人たち教えたいと思いま す 。 こ ん なに台湾の近い美

し い島 に こ んな悲惨な過去 ある こ とをだれ も 忘れないはず で 7

そ れか ら 、 自分の国の人たち に平和の重要さ を伝えたいと思い ゜

伊江島の研修

伊江島の研修で 、 伊江島に住 ん で いる 島民のみんなさ ん の家 に泊めて も ら っ

た。 自分が泊めて も ら った民泊 のお母さ ん はす ご く明る く て 、 優 し いお母さ ん

だと思 う 。 そ の民 泊 のお母さ ん は建築の会社をやっ て いる そ う で す 。 私たち は

掃除 したり、 農 家 の仕事 も 手伝い したり し ま した。 そ の民 家 のお母さ ん にそ の

島 にある居酒屋も 連れ て いって く れま し 、＿ 。

今後の計画及

県 費 生と し て沖縄で勉強する こ とができ て 、 本当 に良かったと思いま す 。 財

団や学校の先生または沖縄の県 民たち に感謝 し きれない こ とがた く さ ん あり

゜
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こ の プ ロ グラ ム を通 し 、 我 々 は も っ と 沖縄 の 文 化 と 日 本語がわか る よ う に な

り ま し た 。 そ し て 、 沖 縄の 文 化 を 学ん だ り 、 県 民や 県 内 の 大学 生 た ち と の交 流

を し た り し な が ら 、 自 分の 国 の 文 化 を検討す る こ と がで き ます 。

沖 縄 に 来 る 台湾の観光客が以前よ り どん どん増 え て 来 て 、 も っ と 自 分の 国 の

人 に こ の 島の 文 化 や こ の 島の 人 々 の心の温か さ を 伝 え て 行 き た い と 思 い ま す 。
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唐 禰奇 （台湾）

名 桜大学

名 桜大学に入学するもう一年間にな っ た。 この一年間でい ろ い ろなことを勉

強した。 い ろい ろな日本のことを認識した、 あとたくさんの日本人と交流した。

私にと っ てとても充実の一年だと思う。 沖縄に来る前、 自分は東京の日本語

学校で勉強していた。 あの時日本の大学入るためにやることはただ日本語の勉

強と留学試験の準備とアルバイ トだけ、 他の活動と日本人と交流のチャ ンスが

あまりなか った。

名 桜大学入 っ た後こそ本 当 の留学生活の始まりだと思う。 この一年間で授業

以外や ったことはたくさんある。 例えば部活， ボラ ン テ ィ ア、 旅行と県費留学

生の定例会と活動を参加した。

まずは部活である。 自分は大学入る前

もう部活に入るつもりだ っ た。 その理 由

は日本に来る前に 自分はよく日本のドラ

マとアニメ見ていた。 そしてドラマとア

ニメの内容を見ると部活は人を成長させ

て友達を作れる活動でとても楽しそう、

特にスラム ダ ンクを見た後深く影響され

た。

それで名 桜大学入 っ て剣 道部に参加した、 剣 道部を選んだ理 由は剣道は日本

文 化の特色があるので。 剣 道部に入 っ た後たくさん剣 道のルールと剣 道の精神

を勉強していた。 それに試合も参加していた。 剣 道部に入 っ たことを通 じてた

くさん日本人の友達を作 っ た。 本 当 にドラマが描写したままで部活はとても楽

しい活動である、 そして部活も今大学生活の中で最も充実した不可欠な部分で

ある。

ー



ボ ラ ン テ ィ ア に つ いて 、 こ の 一 年 間 二 回 目 の ボ ラ ン テ ィ ア し て いた 。 ボ ラ ン

ィ ア の 内容 は 中 国通訳で あ る 。 自 分ボ ラ ン テ ィ ア参加す る 理 由 は経験 を積み

た いか ら で あ る 。 将来は 日 本 の 旅行会社に就職 し た いの で お 客 さ ん の疑問 を 解

決す る こ と は大切 だ と 思 う 。 特 に 日 本 を 訪れ る観光客 は 中 国 の 人 は最 も 多 い 。

だ か ら こ の ボ ラ ン テ ィ ア は い い練 習 の チ ャ ン ス だ と 思 う 。 こ れか ら の 仕事 に 役

に 立 つ 、 そ の 理 由 で ボ ラ ン テ ィ ア に参加 し て い た 。 そ れ に い ろ い ろ な勉強 に な

っ た 。

あ の 二 回 の ボ ラ ン テ ィ ア 経験 を通 じ て 自 分の能 力 の 足 り な い と こ ろ と か 、 ほ

か の 不 足 の 部分 を し つ か り 認識 し た 。 な の で 、 こ の二 回 の ボ ラ ン テ ィ ア に つ い

て と て も 深 く 意義があ る と 思 う 。

授業がな い 間 、 自 分は 他 の 県 で旅 行 し て い

た 。 県 に よ る 文 化 も 少 し 違 う 。 こ の 一 年 で 私

は 三 つ の 県 に 旅行 し て いた 。 鹿 児 島 、 大 阪 、

沖 縄 こ の 三 つ の 県 に は い ろ い ろ な特色 が あ る 。

特 に 鹿 児 島の 旅 は 最 も 印象が深 い 。 鹿児 島 の

旅 は剣道部 の 先輩 の 実 家 で 泊 ま る 。 こ の旅 で

日 本人 の 生活文化 と か鹿児 島 の 飲食 と か 体験

し て い た 。 こ の旅 を通 じ て 日 本の 文 化 を も っ

と 認識 し て いた 。 普通 は こ ん な 日 本人 と 交流

の機会が あ ま り な いか ら 印象が深 い 。 旅行で い ろ い ろ な こ と 発見 し た 。

例 え ば同 じ 国 だ が県 に よ る 方言 が あ る 。 同 じ こ と で も い ろ い ろ な 言 い方があ

る 。 あ と 飲食習慣 と か生 活 も 微妙に違 う 。 特 に 沖 縄 と 他の 県 と は違 う 点がた ＜

さ ん あ る 。 旅 行 で 日 本 の こ と を い ろ

い ろ 勉 強 に な っ た 。 そ れ に 留 学 生 の

定 例 会 と 活 動 で 沖 縄 の こ と い ろ い ろ

な こ と を 学ん で い た 。 例 え ば沖 縄 の

史 と か 沖 縄 の 文化 と か 、 特 に ア イ
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テ イ テ ィ ーの こ と を 通 じ て 世界 中 の沖縄移民の こ と をも っ と 知 った。

あ と 自分の国 と 沖縄の歴 史 関 係 につ い て い ろ い ろ な勉強 にな っ た。 つ ま り こ

の一年 は と ても充実して いたと 思 う 。 来年 から県 費 留学生 と 違 う 、 自分は 来年

も名桜大 学の正式留学生であ る 。 なのでま だ三年 間 い る 。 留学生活は これから

だ と 思 う 、

この三年 間 は 自分の 目 標 を めにも っ と 充実した生活過 ごす と 思 う 。



「ゆ ー う り ： 三線作 り

神谷 ジョセフ 嘉益（アメ リカ）

沖縄県三線製作事業協同 紺合

伝統的な三線職 人 たちは手で三線を作ります。 ま た 、 自然の材料を使 い ます。

だ か ら 、 三線を作 っ たとき に 「ゆ一 ぅ ん まりと一 ん（良い生まれだね） 」 と

い ます。

1 年間の間、 私 は 那覇市安里 の仲 嶺三 味線店で 三線の 作りや修理を研修し

した 。 仲 嶺幹先生は伝統的な三線職人 です。 伝統的な作り方 は減 っ て い る の で 、

仲嶺先生か ら 学ぶ事がと ても幸運 です。

最初 、 私 は三線作りの 下準備を学

び ま し た ： サン ド ペー パ ー で 三線の

ソ ー （悼） を滑 ら か にす る 事 、 三線

張替 えの下準備

の チー ガ（胴） か ら 引 き裂かれた蛇

皮 を外す事 、 チ ー ガ は クサビバリ

（蛇 皮 の 張り 上 げ る 伝 統 的 な過程）

か ら 外す事 、 チー ガ に 人工 皮を付着

す る 事 。

ハ ブガー （蛇皮） を張替えす る と

き 、 私 は下準備を助けました 。 伝統

的 な過程 はと っ ても複雑です。 例え

ば、 ハブガー に縫 い付けたカシガーと言 う 布が あります。 仲 嶺先生が蛇皮を貼

り付けた ら 、 私 はカシガーを外しました 。 そして 、 縫製の 糸や余分なハブ ガー

を切りま し た 。 ハブガー の 張替えは人 気 の あ る 注文 なの で 、 毎 月 こ れを何度も

やりました 。

ハフガー（蛇皮） を張り上 げ る 事 に は 、 2 つ のやり方が あります ： クサビバ

リ（蛇皮の過程） 、 ジャ ッ キ バリ（人工 皮の過程） 。 私 は クサビバリがま だ出



来 な いけ ど 、 ジャ ッ キバリを 覚えました 。 ロス アンゼルス で 三線を 修理す る

に と っ て 、 こ れは と っ て も 有用 な ス キル と 思 いま す 。

ブーアテ ィ （分当 て ／ 三線の組立す る 事） も 有用 な ス キル と 思 い ま す 。 こ の

過程 は 三線の組み立て す る 事 を 含み ま す ： ソ ー （牛卓） やチー ガ（胴） の合わせ

る 事 、 ム デ ィ ／カラク イ （チュー ニングペグ／ の り ） の 調 整す る 事 、 チル（絃）

やテ ィ ー ガー（手掛け／胴巻き） の 取 り 付ける

前後 を比べる ※ こ の ソ ー は 自 分の作 っ た物 じ ゃ な いです

少しずつ 自分の 三線を 作 り ました 。 私 は工 芸 の 体験が あ ま り な い か ら 、 多 く

の 間 違 い をしました 。 自 信 は 時々 悪 く な っ たけ ど 、 仲嶺先生のお陰様で 、 2 丁

の 三線を 作 り ました 。

ソ ー（悼） は三線の 1 番大 事 な部分なの で 、 作 り 方は と っ て も 細 か い で 7

伝統的 な 職 人 たち は ソ ー を 削 る 事 に 機械 を 使 い ま せ ん 。 馨 、 ヤ ス リ、 ナイ フで

木材 を 徐 々 に 削 り ま す 。 材料はモクマオ ウ 科 の 木材で 7

-（棒） の 後 、 私 は 2 セ ッ ト の ム デ ィ （チュー ニングペグ／ の り ） を 作 り

した 。 ソ ー を 削 る よ う に 馨やヤ ス リ を 使 い ました 。 材料に ク ルチ（黒木）

使 っ た か ら 、 本 当 に 緊張しました 。 自分の デザ イ ンを 作 る こ と が許 さ れて い た

の で 、 だ ん だん心配しな く な り ました 。



オ リ ジナルのムデ ィ （ チ ュ ーニ ン グペグ） オ リ ジナルの テ ィ ー ガー （胴巻き） 、 手縫い

こ れ を 書 い て い る 時点 で は 、 私 は ま だ 2 丁 の 三線 を 作 っ て い ま す 。 2 本の ソ
ー 、 2 セ ッ ト の ムデ ィ 、 1 つ の テ ィ ー ガー （ 手 掛 け ／胴巻 き ） が も う 出 来 ま し

た 。 修 了 式 ま で 、 2 つ の ウ ト ゥ ガニ （ 歌 口 ） や も う 1 つ の テ ィ ー ガー を作 っ て 、

三線の全体 を 組み立て る つ も り です 。 帰 る 前 に 時 間 が あれば、 自 分の チ ル ド ゥ

ム イ （糸掛） も 作 り た い です。

1 年 間 の 後 、 私 は偉大な職人 に な ら な か っ た け ど 、 私 の 三線 の 知識が強化 さ

れま し た 。 私 は ア メ リ カ で 三線 を 広 め る 方法 を 考 え て いま す 。 自 国 に帰 る と き 、

ロ ス ア ン ゼル ス の 沖縄 県人会 （北米沖縄県人会） で色 々 な イ ベ ン ト を計画 し た

い で す 。 ま た 、 修理サー ビス やイ ベ ン ト の た め に仲 嶺 先生や他の職人 を ア メ リ

力 に招待 し た いで す 。

仲嶺先生や三線組合 の 皆 さ んの お 陰様で 、 私 は こ の 研修が 出 来 ま し た 。 本

に お世話に な り ま し た 。

①仲嶺幹先生 ②ク サ ビバ リ 、 蛇皮の張 り 上 げ る過程 ③ジ ャ ッ キパ リ 、 人工皮の張 り 上 げ る 過程
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① 私の 三線作 り 方の ノ ー ツ ②チルダマ イ （ム ド ィ に絃を巻 き つ け と こ ろ ） 、

前後 を 比べ る ※右の ソ ー は 自 分の 作 っ た物 じ ゃ な いです

他の活動

ク ルチ （黒木） の杜 （写真 ： 平 田 よ こ） 仲嶺先生や先生の子供た ち

ほぼ毎月、 私は仲嶺先生と一 緒「クルチ （黒木） の杜」と言う プ ロ ジ ェ ク ト

に参加しました。 高 品 質の三線はクルチで ソ ー （木卓） を作るけ ど 、 クルチは希

少で高価な材料です。 2 0 1 2 年、 宮沢和史さんや平 田大一さんは三 線組合と
一 緒にこの プ ロ ジ ェ ク トを作成しました。 読谷村の座喜味城のとなりで新し

いクルチを植えて、 毎月に雑草を切ります。 1 5 0 年の後、 1 本の木から 2 丁

の三線だけを作る事が出来ます ！

照喜名 朝 ー先生や 2 0 1 6 年 琉球古典音楽の新人賞の生徒た ち 、 与儀公園
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縄 に 来 る前、 琉球古典音楽の新人賞 を取 る こ と を計画 し ませ ん で し た 。 で

す け ど、 沖縄の三線の先生 と 先輩た ち は私 を 奨励 し ま し た 。 し か も 、 私は沖縄

に 1 年間住ん で い ま す の で 、 今 年 は ち ょ う ど い い機会 で す 。 最 も 貴重 な経験は

照喜名 朝 一先生か ら 学ん で い ま し た 。 先 生 は 人 間 国 宝 ですが、 と て も 謙虚 な 人

で す 。 ま た 、 三線や琉球古典音楽だ け じ ゃ な く て 、 照喜名 先 生 は沖縄の将 来 に

つ い て 深 く 気遣い ま す 。 私 は照喜名 先生の生徒 で あ る こ と を誇 り に 思 い ま す ！

ハイ ラ イ ト ：
①平和通 り 、 ク リ ス マ ス ・ チ ャ リ テ ィ ー ・ ラ イ ブ

(¥ 1 3 6 7 3 を集 ま り ま し た）
②ラ ジオ沖縄、 お正月 の番組

③総合結婚式場 ニュ ー三和の合同生年祝
9 )沖縄県立博物館、 日 経の ス ペ シ ャ ル ・ ス テ ー ジ

沖縄の親戚

三 線の勉強 に 加 え て 、 私は沖縄に住ん で い る 親戚 と 繋が り た か っ た で す。 神

谷祖父母 も う 亡 く な っ た か ら 、 孫やひ孫た ち は沖縄の リ ン ク を持 っ て いません。

お 父 さ ん 、 叔母 さ んや叔父 さ んた ち は長年にわた っ て 沖縄 に 住ん で い る 親戚 と

連絡 し て いませんの で 、 私 は親戚に会 う チ ャ ン ス がな い と 心配 し て いま し た 。
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いにも、 連 絡が 出 来ました ！ 1 

年間の間 、 私は親戚と 一 緒に色々な

活動をしました ： ー ミ ー 、 旧 .w.L ‘

お正月 、 誕生日のパ ー テ ィ ー 、 な ど。

私は未来の世代のた めの繋がりを

作りたいです。 今、 アメリカの 家族

や沖縄の親戚と 一 緒にア イ デアを考

えています。

①瑞慶覧の親戚、 お正 月 パー テ ィ ー 、 那覇市 ②久場の親戚、 ア メ リ カ か ら 叔母 さ んや お母 さ ん 、
世界ウ チナー ン チ ュ 大会 ③神谷 の 旧 盆 、 玉城村
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沖縄で 三線作 り

ゲスリング マイヤ ダナオ（アメ リカ）

沖縄県三線製作事業協同組合

7 月 6 日 に 、 ひ いお じ いさ ん の一

周 忌 のために私の沖縄親戚 は 集 ま り

ま した。 私 は 子どものときから ほと

ん ど皆 に会 い ま し たが 、 こ れは 私 が

私 の祖母の家族と深 い 会 話 を持 つ こ

と ができたのは ほ と ん ど 初 めて で し

た。 前 に 、 個 人と し て 人 々 を知 る こ

と は 困難で し た。 す べ て の会 話 が 同

じ で し た。 「 こ ん にち は 、 お元 気 ？

こ れは 好き ？ 食 べ て ね 。 」や です 。 け

れ ども、 あ の日 に、 母と し て の子供 につ い て の話を聞 いた し 、 糸 瓜の成長につ

い て 学び ま し た し 、 私の叔母の兄も照 喜名朝 ー会で三線を研究する こ とを発見

し ま した。 だから、 それは非常 に良い経験で した。

ウ チナーンチュ 子弟等留学生と し て の私の一年間に、 私 には 多 く の同様の経

験を持って い ま した。 アメ リカで 日 本語を勉強 し ま し たが 、 使用 する に は あ

り にも 内 気 で した。 し か し 、 沖縄で生活 し て いるなら、 日 本語を使 わ な ければ

な り ま せ ん 。 慣れたら、 自分の研修の内 外 で関 係 を構築する こ と ができ ま し

。 私 は こ れが子弟等留学生の最も重要な結果だと思 い ま す 。 こ れらの関係

通 じ て 、 私 は沖縄と三線作 り につ い て 学び続 け る こ とができ ま す 。 沖縄とアメ

リカの関係を促進する こ とができ ま 7

~ ～ ~  
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私の研修では 、 上 原正 男 先生の三

線 工 房い 一ばるで三 線作りと修理を

勉強しました。 三 線は 3 つ 最初から

作っていました。 一 つは人工 皮 、 あ

と 二 つは蛇皮です。 初 めての時 、 道

具の使い方な どが全然分かりません

でしたが 、 私の先生はとても忍 耐 強

かったので 、 今少し 自信を持ってい

ます。

自分と友 達と顧客のた めに 5 - 6

つのテ ィ ー ガを作っていました。 私

は縫いの経験があんまりないので

ィ ー ガを手作りするのは難しかった

ですが、 デ ザイ ンは 自 由ですのでと

っても楽しいと思っています。

黒木の爪と小馬も作りました。 アメリカで、 あれみたいな小物と修理は一 番

大事な事だったと思います。 本当に三線を買いたい人は沖縄に行きますが、 ア

メリカで調整やメンテナンスな どあんまりできないので、 今の場合は大変です。
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私 た ち が参 加 で き た 特 別 な も の

は 「 く る ち の杜 1 00 年 プ ロ ジ ェ ク ト 」

と 言 う も の で す 。 座喜味城の 後 ろ に

若 い黒木 が あ り 、 い つ かは 三 線 を 作

る の に使 う こ と がで き ま す 。

私 た ち は草刈 り を し た り 、 木 を植

え た り 、 地面 を き れ い に し ま し た 。

今 、 沖 縄本 島 に は黒木で 三 線 を 作

れ る 木 は も う あ り ま せ ん が 、 い つ か

だ れ か 、 沖 縄 の 黒 木 で も う 一 度三線

作 る こ と が で き た ら う れ し い で す 。
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三 線作り研修 以外、 三 線を弾くこと

もたくさんの勉強できました。 五月 ぐ

らいに、 安 冨 祖流照 喜 名 朝 ー 会に入れ

れて、 8 月に琉球新報の琉球古典芸能

コ ンク ー ルを取りました。 照喜名 朝 一

先生と照喜名 朝 國先生と 安 冨祖流の先

輩たちと 自分の上原先生から学べたこ

とは大きな特権でした。 県立博物館で「移民の子弟に継承される琉球芸能と肝

心」の演奏会やラジオ沖縄や平和通りな ど演奏のチャ ンスを持てたことは幸運

でした。

一年間の中で、 私は他にも特別な機会がたくさんありました。 沖縄の最高の

青年会の沖縄市のお盆の演奏を見たし、 私にと っ て最初の ウ チナ ーンチュ大会

に参加し、 元旦に南城市知念の海で日の出を見ました。 SAELU 学院で日本語を

勉強し、 日本語能力試験に合格しました。 私は兵庫県に初めて行 ったし、 那覇

まつりの綱 引 きの勝利側にいたし、 知 名 定 男さんと古謝美佐子さんに会いまし

た。 この一年間は私にと っ て本当にラッキーだ っ たと思 っ ています。

私たちが沖縄に来たとき、 新聞とラジオの記者たちはなぜ ュ子

弟等留学生に申 込みしたのかと尋ねました。 私は「 Why not?」と言いたか っ

たのです。
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私は 23 歳でした。 旅行したいと思っていました。 なぜいけないの ？ しかし、

それは非常に良い答えではあ り ません。

代わ り に、 なぜ私が 自分で沖縄に残ることを決 めたかを教えてあげま 7

私は神谷 ジ ョ セ フと三線製作組合と協 力 して 、 アメリカヘの蛇皮三線の輸入

のための簡単な プ ロセスを作 り たいと思っています 。 アメリカです ぐに作れる

三 線 小物 、 爪やテ ィ ー ガーやカラ ク イ な ど 、 作るためによ り 多くの経験をした

いです 。 沖縄古典音楽の勉強を続けていきたいです。 笛の新人賞を受けて 、

胡 弓を始めたいです。 次の日本語能力 試験を受けたいです。 私の小さないと

こたちが育つのを見たいです 。 私が決して会ったことのない世 界 中 の人は、

だペルー 、 フランス、 ブラ ジルにいるならば 、 友情を続け、 音 楽を演奏したい

と思っています。 次のウチナーンチュ に会いたいです。
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平成 2 8 ンチュ

く受託者＞

公益財団法人 沖縄県国際交流 艤 人材育成財団




